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Ⅰ 基本的な考え方



１ 一貫した支援の必要性

保護者をはじめとする養育関係者が，子どもの何らかの困難さに気付いたとき，そのと

きから，当該の子どもへの関係機関の支援が始まります。その支援は，乳幼児期から学校

卒業後のそれぞれの段階にわたって，教育，福祉，医療，保健，労働などの関係機関が連

携して進めることが必要です。

このことは，平成１４年１２月に閣議決定された「障害者基本計画」の中で，以下のよ

うに明記されています。

（基本方針）

○ 障害のある子ども一人一人のニーズに応じてきめ細かな支援を行うために乳幼

児期から学校卒業後まで一貫して計画的に教育や療育を行うとともに，学習障害，

注意欠陥多動性障害，自閉症などについて教育的支援を行うなど教育・療育に特

別のニーズのある子どもについて適切に対応する。

（施策の基本的方向から一部抜粋）

・ 障害のある子どもの発達段階に応じて，関係機関が適切な役割分担の下に，一

人一人のニーズに対応して適切な支援を行う計画（個別の支援計画）を策定して

効果的な支援を行う。

・ 乳幼児期における家庭の役割の重要性を踏まえた早期対応，学校卒業後の自立

や社会参加に向けた適切な支援の必要性にかんがみ，これまで進められてきた教

育・療育施策を活用しつつ，障害のある子どもやそれを支える保護者に対する乳

幼児期から学校卒業後まで一貫した効果的な相談支援体制の構築を図る。

具体的には，以下のような子どもの各ライフステージにおける様々な支援機関が，情報

を共有しながら適切な支援策を検討していくことが重要です。

就学前(乳幼児期) 各市町村等においては，子育て支援に関して，多様なニー

ズに柔軟に対応していく支援体制づくりが進められていま

す。特に，支援が必要な子どもについては，その障害の状況

や程度に応じて，保健センターや保健所，児童デイサービス

事業施設や通園事業施設などの療育施設，また，保育所や幼

稚園の担当者を中心として，相談や支援を進め，個別の支援

計画を作成します。

その際，医療機関やこども総合療育センター，発達障害者

支援センターなどの相談機関と連携しながら，成長・発達に

応じた支援を検討します。

また，学校への就学ついては，各市町村教育委員会や特別

支援学校，県総合教育センターなどにおいて，子どもの状態

の理解や就学先でどのような力を身に付ることができるのか
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など，いろいろな情報を早めに収集して，継続的に相談を進

めることが必要です。

そして，就学時には，移行支援シートを使うなどして，就

学前の機関から就学先の学校へ，子どもの支援内容や配慮事

項，保護者の願いなどを引き継ぎ，早期から受入準備を行う

とともに，継続した支援ができるようにしていくことが重要

です。

就学中（学齢期） 小・中学校，高校又は特別支援学校が中心になって，保

護者や関係する支援機関とともに個別の教育支援計画や個別

の指導計画を作成します。各学校では，特別支援教育コーデ

ィネーターが中心になって校内委員会を組織し，学校内外の

医療機関や相談機関の関係者の意見を集約して，実態把握や

支援内容などの検討を行い，計画の作成を進めます。その際，

医療機関や様々な相談機関は，重要な連携機関です。

また，小学校段階から中学校，中学校段階から高校へなど，

それぞれの移行期においては，進路選択を含めた移行支援が

必要です。子どもが将来，どのような社会参加を果たしてい

くのか，そのために，今，どのような学習が必要なのかなど，

長期的な視点をもって検討していくことが大切です。

そして，移行支援シート等を活用して，支援内容等を引き

継ぎ，各学校段階における支援をつないでいきます。

卒業後（社会参加期） 進路先や市町村などが中心になり，福祉や労働機関などと

連携を図りながら支援を進めます。就労支援や生活支援など，

豊かな社会生活を営むための長期にわたる支援を考えていく

ことが必要となります。

このような，障害のある子どもや保護者などの

ニーズにこたえ，成長・発達に応じた一貫性・継

続性のある相談支援を行っていくための具体的な

連携方策の一つとして，「相談支援ファイル」の

作成があります。
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２ 相談支援ファイルとは

教育，福祉，医療，保健，労働などの各機関が，それぞれ適切な支援を行うとともに，

それらが一貫してつながった支援となるためには，保護者とともに必要な情報を共有する

ことが大切です。

そのためには，共通で活用でき，連携して支援に当たることができるよう，幼児児童生

徒の発達や障害の状況，各種の相談支援の内容とそれによる効果，幼児児童生徒や保護者

のニーズなどを記録する相談支援のためのファイル「相談支援ファイル」を作成し，保護

者が活用できるようにすることが有効です。

１ 相談支援ファイルの作成

このファイルは，前述のように，「障害者自立支援法」において，地域の相談支援体

制の構築を担うこととされる各市町村が様式等を作成し，幼児児童生徒及び保護者など

に配布することが考えられます。（今回，県教育委員会が参考例として示した相談支援

ファイルの様式は，その一例として作成しました。）

２ 相談支援ファイルの活用

配布された相談支援ファイルは，幼児児童生徒本人及び保護者等が保持・活用します。

(1) 保護者が各種の相談支援を受ける際に，相談支援に当たる関係者に提示することに

より，必要な情報を提供します。

(2) 保護者や相談支援に当たる関係者が必要な情報を記入したり，それぞれがもつ情報

を添付したり，綴じ込んだりすることもできます。

(3) どのページからでも活用することができます。また，全てのページをもれなく記載

しなければならないということはありません。本人の支援に役立つと思われる情報，

伝えたいと思われる情報に関する箇所に記載してください。

３ 相談支援ファイル活用上の留意点

活用に当たっては，以下の点に御注意ください。

(1) 記載する内容は，大変重要です

ので，このファイルは厳重に保管 プロフィール 生 育 歴

してください。

(2) 関係機関が情報を共有したり， 家庭での記録 医療・保健支援計画

相談に応じた機関が他の機関へ

と引き継いだりする場合は，本 相談・療育支援計画 教育・保育支援計画

人及び保護者の了解を得るなど

し，個人情報の扱いには十分留 福祉･労働支援計画 移行支援計画

意してください。

図１ 相談支援ファイルの例
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３ 相談支援ファイルの内容例等

【目 的】

相談支援ファイルは，障害のある幼児児童生徒や保護者へのよりよい支援を目指して

作成されます。関係機関の一貫した継続的な支援や円滑な連携のために活用します。

【対象年齢】

年齢にかかわらず，どの時点からでも活用できます。

【内容例】

１ 子どもの情報

(1) プロフィール

(2) 生育歴

(3) 家庭での記録

２ 子どもとかかわりあった機関から

(1) 医療・相談機関

① 医療・相談機関の記録

② 情報提供

(2) 保育所・幼稚園・療育施設

① 保育所・幼稚園の記録（一覧表）

療育施設の記録（一覧表）

② 幼稚園・保育所・療育施設の個別の指導計画

③ 幼稚園・保育所・療育施設の個別の教育支援計画

④ 移行支援シート

(3) 学校

① 学校の記録（一覧表）

② 学校の個別の指導計画

③ 学校の個別の教育支援計画

④ 移行支援シート

(4) 福祉・労働

① 福祉・労働の記録（一覧表）

② 福祉・労働の個別の支援計画

３ その他

○ 手帳の取得状況

○ 障害に配慮した教育 など
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４ 相談支援ファイルの作成・活用

具体的な「相談支援ファイル」の配布や活用の基本的な手順としては，以下のように

なります。「相談支援ファイル」の配布に当たっては，保護者の障害受容の状態を十分

に考慮するとともに，その保管や管理，活用等について，理解を得ておくことが重要で

す。

① 相談支援ファイルの配布

活用方法・留意事項の確認
市町村の相談支援機関（教育委員会・福祉関係課・保健所・児童相談所など）

↓
支援を必要とする幼児児童生徒とその保護者へ配布

「相談支援ファイル」に記されている情報の保管や管理，活用等は，すべて保護者の責任に

おいて扱われることが基本原則。配布に当たっては保護者の障害受容の状況に十分に留意。

② 基本情報の記入

保護者の基本情報記入 担任等が現状を記入
相談支援ファイルの個人プロ 主たる支援関係者（例：学校の担任）

フィールについて，住所，氏名， はファイルに記されている情報を確認

生育歴など必要な事項を記入。 後，現在実施している支援内容や方法

を検討し，必要事項の記入。

保護者と担任等の協議
保護者と主たる支援関係者が，相談支援ファイルに基づきながら，

幼児児童生徒の支援に関与している関係機関の情報を共有。

以降，関係機関に記入を依頼。必要に応じ，支援会議等を設定。

③ 関係機関が支援情報を記入

関係者が現状を記入
教育・療育，医療・福祉など，現在， 相談支援ファイルを保持・管理

支援に当たっている関係機関が必要箇 し，必要に応じ関係機関に提示し

所を確認し，必要事項を記入。 ながら活用。

④ 相談支援ファイルの本格運用

・ 相談支援ファイルについては，保護者が管理。

・ 主たる支援機関が保護者とともに，関係機関との連携体制をコーディネート。

・ 必要に応じて，関係機関の支援内容等を記入。
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Ⅱ 様式と記入のポイント



１ 子どもの情報

(1) プロフィール・・・保護者が記入します。

・ 名前，住所，家族構成など，このファイルをもらったときに書きます。

転居等で修正が必要な場合は，その都度，書きましょう。

(2) 生育歴・・・保護者が記入します。

・ 生育歴は，各ライフステージにおける発達の理解や支援内容を検討する

際の貴重な情報です。１歳６か月児のころ，２歳児のころなど母子手帳の

各発達段階における項目とも関連させてありますので，そのままコピーし

たものを添付しても構いません。

(3) 家庭での記録・・・保護者が記入します。

・ 家庭でのちょっとしたニュース，出来事，できるようになったことなど，

子どもや家族のエピソードを記録しましょう。子どもさんの成長の記録と

して，大切なページとなることでしょう。

7



- 1 -

※ このファイルをもらったときに書きましょう。

１ 子どもの情報
(1) プロフィール

（平成○○年 ○月 現在）

ふりがな ○ ○ はなこ

氏 名 ○ ○ 花 子
写真をはりましょう

性 別 女

生年月日 平成○○年 ○月 ○日

愛 称 はなちゃん

〒 ○○○ － ○○○○
住 所 ○○市 ○○町 ○丁目 ○－○

氏 名 続 柄 電話・携帯番号

緊急連絡先 ○ ○ ○ ○ 父 ０９０－００００－００００

○ ○ ○ ○ 祖母 ０９９６－００－００００

※ 住所，緊急連絡先などに変更があったら書きましょう。

氏 名 続 柄 生 年 月 日

○ ○ ○ ○ 父 昭和○○年 ○月 ○日

○ ○ 母 昭和○○年 ○月 ○日

家族構成 ○ ○ 兄 平成○○年 ○月 ○日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

愛称が変わったとき, 住所

が変わったときなど，随時,

書き込みましょう。
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（2） 生 育 歴

(1) 異常なし

妊 娠 中 特 記 す べ

の 状 況 き こ と
(2) 異常あり

切迫流産 妊娠中毒（妊娠高血圧症候群） 前置胎盤 貧血

その他 （ ）

在 胎 週 数 妊娠 ４０ 週 ９ 日 出生児体重 （ ３２３４ ）ｇ

出産のときや生

後１か月内のお 自然分娩 鉗子分娩 吸引分娩 帝王切開 骨盤位

母さんと赤ちゃ 出産の状態

んの状況 微弱陣痛 前早期破水 その他 （ ）

その他特記 逆子で，生まれるまでに○時間かかった。

すべきこと 黄疸症状あり。

○ １歳児までの様子
獲得する年齢は，大きな目安です。子どもさんによって，個人差があります。
お子さんができるようになった年齢を書き入れましょう。

獲得する年齢の目安 主 な 発 達 経 過 できるようになった年齢

３～４か月ごろ 首がすわる 歳 ４ か月

あやすと笑う 歳 ２ か月

６～７か月ごろ 寝返りをする 歳 ６ か月

おすわりをする 歳 ７ か月

そばにあるおもちゃに手をのばす 歳 ７ か月

人見知りをする 歳 ８ か月

９～１０か月ごろ はいはいをする 歳 ９ か月

つかまり立ちをする 歳 １０ か月

欲しいものがあるとき，声を出して大人の注意 歳 か月
をひく

後追いをする 歳 か月

１歳ごろ 一人で立つ 歳 か月

ものなどを相手に渡す 歳 か月

絵本を見る。 歳 か月

○ 育児の上で心配なこと，医師にかかった病気，記録として残しておきたいこと，感想など

（記入例）
・ 首のすわりが遅かったので心配。
・ 便がゆるい（水様便）が，回数が少ないのは大丈夫と言われたのでほっとした。
・ 小さいものを拾って，何でも口に持って行くので心配。

気付いたことは，何でも書き入

れておきましょう。
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○ １歳６か月児のころの様子
（母子手帳の１歳６か月児健康診査の結果をコピーして貼付してもかまいません）

（平成○○年○月○日）

体 重 ９．７ ㎏ 身 長 ８０．０ ㎝

○ ひとりでじょうずに歩きますか。 はい いいえ

（ひとり歩きができるようになった時： １歳 ３ か月ごろ ）

○ ママ，ブーブーなど意味のあることばをいくつか話しますか。 はい いいえ

○ 自分でコップを持って水を飲めますか。 はい いいえ

○ 哺乳瓶を使っていますか。 いいえ はい

○ 極端にまぶしがったり，目の動きがおかしいのではないかと気になりますか。

いいえ はい

○ うしろから名前を呼んだとき，振り向きますか。 はい いいえ

○ どんな遊びが好きですか。

・ 積み木を積んでは崩して遊ぶ。

・ おいかけっこ

・ 滑り台

○ 育児の上で心配なこと，医師にかかった病気，記録として残しておきたいこと，感想など

・ ぜんそく気味で，ゼコゼコ音が聞こえることがよくある。

・ 決まった野菜しか食べない。特に緑黄色野菜はほとんど食べずに出してしまう。

気付いたことを具体的に記入

しておきましょう。

２歳児，３歳児のころの様子

なども，同様に書きましょう。
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(3) 家庭での記録

※ 家庭であったことを記入するために，このシートを準備しました。ちょっとしたニュース，出来
事，できるようになったことなどを書いてみてください。プロフィールに付け加えて，お子さんの
愛称が変わったり，好きな食べ物や興味のある遊具などの好みが変わったりしたときに，ここに書
いておくのも，いいですね。

（№１）

年 月 日 年齢 ニュース・こんなことあったよ・できたよ 家族のかかわり・思い・感じたこと等

○．○．○ ０ 深夜１時３１分に誕生。 お父さんは落ち着かないで廊下を

うろうろしていました。嬉しかった

みたい。

○．○．○ １か月 お宮参り。 おばあちゃんに買ってもらった着

物を着ておりこうにしていました。

○．○．○ ７か月 下の歯が２本はえた。 虫歯にならないように気をつけよ

う。

○．○．○ ３歳７か月 ピアノの発表会に出る。 物怖じしないで，人前で発表でき

た。

○．○．○ ５歳１か月 混合性乱視と診断される。 ３歳児健診で分かっていたら，視

裸眼，矯正視力共に０．７だった 力の回復の可能性があったが，５歳

ので，メガネを作る。 では難しいと言われ，ショック。
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２ 子どもとかかわりあった機関から

（１） 医療・相談機関

① 医療・相談機関の記録・・・保護者が記入します。

・ 病院の受診の際や保健センター，こども総合療育センター，発達障害者支

援センター，大学，療育施設，幼稚園や保育所，学校など，いろいろな機関

に相談に行ったときに，期日や主な相談等の内容，アドバイスなどを記録し

ます。

② 情報提供

・ 診断書や病気や治療にかかわる資料，相談の際の資料など，医療・相談機

関から情報提供されたものを添付して保管しましょう。
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① 医療・相談機関の記録
（医療・相談機関等で行った内容等について，保護者が記入してください。）

機関名 ○○センター

医療 相談機関

連絡先（電話番号） － －

受 診 等 の 期 日 平成 ○○年 ○月 ○日

担 当 者 （ 職 種 ）
○○ ○○ （医 師）
△△ △△ （臨床心理士）

・ 「３歳が近いのに，『まんま』『だこ(だっこ)』などいくつかの言葉しか

話をしない。保育所の友達とも遊べず一人で遊んでいる」ことを相談した。

主 な 内 容
・ 医師の診察と臨床心理士の検査をしてもらった。検査から，やはり言葉

等の遅れがみられ，○○○と診断された。（検査結果は，後ろに貼付）

機関名
医療 相談機関

連絡先（電話番号） － －

受 診 等 の 期 日 年 月 日

担 当 者 （ 職 種 ）
（ ）
（ ）

主 な 内 容

機関名
医療 相談機関

連絡先（電話番号） － －

受 診 等 の 期 日 年 月 日

担 当 者 （ 職 種 ）
（ ）
（ ）

主 な 内 容

相談内容とその結果等について，何でも

書き入れておきましょう。
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② 情報提供
※ 医療・相談機関から出された資料等を貼付しましょう。

相 談 し た 期 日 平成 年 月 日 曜日

医療・相談機関名

・ 医療・相談機関で提供されたお子さんの情報がありましたら，貼付

あるいは一緒に綴じておきましょう。

・ 資料がなかった場合にも，医師や相談員などから聞いたお子さんの

情報や今後に向けたアドバイスなどがありましたら，記入しておきま

しょう。

・ 合わせて手帳が交付されたり，いろいろな機関を紹介されたりした

場合も，それぞれ記入する欄がありますので確認して早めに記入しま

しょう。
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（２） 保育所・幼稚園・療育施設

① 保育所・幼稚園の記録（一覧表）・・・保護者が記入します。
・ 通園する保育所・幼稚園の名前や担任名などを，年度ごとに記録します。

療育施設の記録（一覧表）
・ 通園する療育施設の名前や担任名などを，年度ごとに記録します。

保育所や幼稚園と療育施設に並行して通園している場合は，「保育所・幼稚園の
記録」と「療育施設の記録」の両方に記入しましょう。

② 保育所・幼稚園・療育施設の個別の指導計画・・・支援機関が記入します。
・ 個別の指導計画は，各保育所・幼稚園・療育施設の担任等子どもの支援にかかわ

る教員が中心になって作成します。作成や活用に当たっては，保護者との連携が必
要であり，また，支援の関係者で構成される園内委員会等で多面的に検討していく
ことが重要です。

・ 各保育所・幼稚園・療育施設で作成する個別の指導計画を綴じ込んでも構いませ
ん。

③ 保育所・幼稚園・療育施設の個別の教育支援計画・・・支援機関が記入します。
・ 個別の教育支援計画は，保育所・幼稚園・療育施設の担任等が中心となって，子

どもの支援にかかわる園内外の関係機関と協力して取り組む具体的内容を明記しま
す。

・ 各保育所・幼稚園・療育施設で作成する個別の教育支援計画を綴じ込んでも構い
ません。

※ 保育所・幼稚園と療育施設に並行して通園している場合は，両方の機関におけ
る指導計画を作成しましょう。なお，個別の教育支援計画は，保育所・幼稚園ま
たは療育施設のいずれか主となる機関が中心となって作成してください。

④ 移行支援シート・・・保護者及び支援機関が記入します。
・ 保育所・幼稚園等から，小学校・特別支援学校小学部への就学に当たって，子ど

もさんにこれまで行ってきた支援策等をコンパクトにまとめ，焦点化して就学先の
学校へ引き継ぎ，早期からの受入準備等を進めるために活用します。

・ 「就学後の学校生活に関する要望・期待など」の欄は，保護者が記入し，それ以
外は，各保育所・幼稚園等の担任が中心となって作成します。
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① 保育所・幼稚園の記録（一覧表）
※ 保護者が記入します。

保育所 ・ 幼稚園名 連絡先（電話） 所属年度 組 名 担 任 名

○○幼稚園 ○○○○－
○○－○○○○ ○○ 年度 年長・○○ ○○ ○○

（○○年○○月○○日入所・園） 組

年度 組
（ 年 月 日入所・園）

年度 組
（ 年 月 日入所・園）

年度 組
（ 年 月 日入所・園）

年度 組
（ 年 月 日入所・園）

年度 組
（ 年 月 日入所・園）

年度 組
（ 年 月 日入所・園）

○ 療育施設の記録（一覧表）
※ 保育所や幼稚園などと並行して通園している場合は，①の記入と併せて記入してください。

その場合，「並行通園 有り」に○をしてください。

並行通園 療 育 施 設 名 連絡先（電話） 所属年度 回 数 担 任 名

○○○園 ○○○○－ 毎 日
有り ○○－○○○○ ○○ 週２回 ○○ ○○

（○○年○○月○○日通所開始) 年度 月 回

毎 日
有り 週 回

（ 年 月 日通所開始） 年度 月 回

毎 日
有り 週 回

（ 年 月 日通所開始） 年度 月 回
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②
個

別
の

指
導

計
画

作
成

の
ポ

イ
ン

ト
(
下

記
の

項
目

は
，「

保
育

所
・

幼
稚

園
・

療
育

施
設

」
の
様
式

で
示
し

て
い
ま

す
。
学
校
段

階
で
も
参

考
に
し

て
く
だ

さ
い
。
)

※
保
育
所
・

幼
稚
園
・

療
育
施
設

・
学
校
な
ど

で
記
入
し

て
く
だ
さ

い
。
ま
た

，
各
園
・

学
校
で
独
自

に
作
成
し

て
い
る
個

別
の
指
導

計
画
が
あ
り

ま
し
た
ら

，
綴
じ
込

ん
で
く
だ

さ
い
。

支
援
の

期
間

年
月

日
～

年
月

日
記
入
者

園
名
（
連
絡
先
）

組
氏

名
担
任
名

本
人
・

担
任
の

保
護
者

の
願
い

願
い

長
期

目
標

（
１
年
後
）

項
目

状
態

像
短
期
目
標
（
学
期
ご
と
）

支
援

・
指

導
の

内
容

・
具

体
的

な
手

だ
て

評
本
人
の
変
容
・
評
価

価
①

健
康

面
に

関
す

る
配
慮

②
見

え
③

聞
こ

え

④
姿

勢
保

持

⑤
移

動
⑥

手
指

の
動
き

⑦
そ

の
他

①
食

事
②

排
せ
つ

③
衣

服
の

着
脱

④
片
付
け

⑤
用

具
の

使
用

・
活
用

⑥
そ

の
他

①
指

示
や

話
の

内
容

理
解

②
意

思
の

伝
達

③
人

と
の

か
か

わ
り

④
遊

び
⑤

集
団

行
動

⑥
決

ま
り

の
理

解
や
遂
行

⑦
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

⑧
危

険
回

避
・

危
険

予
知

⑨
そ

の
他

①
理

解
（

上
下

・
前

後
・

左
右

）

②
文

字
へ

の
興

味
・
関
心

③
平

仮
名

（
自
分

の
名

前
程
度
）

の
読

み

④
平

仮
名

（
自
分

の
名

前
程
度
）

の
書

き

⑤
数

え
る

こ
と

へ
の

興
味

・
関

心

⑥
描

く
こ

と
へ

の
興

味
・

関
心

⑦
そ

の
他

今
後
に

向
け
て

保
護

者
記
入
欄

（
引
継

事
項
）

（
支

援
終

了
時

感
想

）

※
評

価
は
，
十
分

達
成
し

た
◎

達
成

し
た
○

努
力

が
必
要

△

状
態

像
や

長
期

目
標

を
も

と
に

，
学

期
ご

と
に

短
期

目
標

を
具

体
的

に
記

入
し

ま
す

。
学

期
に

１
～

２
が

適
当

な
数

で
す

。

【
○

学
期

】
と

最
初

に

入
れ

て
書

き
出

し
ま

す
。

学
期

途
中

で
短

期
目

標

が
高

す
ぎ

た
場

合
は

，
修

正
し

て
も

か
ま

い
ま

せ

ん
。
（

学
期

の
設

定
が

な

い
場

合
は

，
適

切
な

期
間

を
設

け
る

と
よ

い
で

し
ょ

う
。

例
５

～
８

月
）

社
会

性

・

行
動

面

身
辺

処

理
・

生

活
面

健
康

・

身
体

機

能
面

学
習

面

幼
児

児
童

生
徒

の
生

活

の
様

子
，

前
担

任
や

保
護

者
か

ら
の

聞
き

取
り

な
ど

を
も

と
に

，
そ

れ
ぞ

れ
の

状
態

像
を

記
入

し
ま

す
。

そ
の

際
，

該
当

す
る

項
目

番
号

を
，

先
頭

に
つ

け
ま

す
。

短
期

目
標

ご
と

に
，

具
体

的
な

内
容

や
手

だ
て

を
記

入
し

ま
す

。
誰

が
こ

れ
を

見
て

も
，

指
導

で
き

る
よ

う
な

ス
タ

ン
ス

で
書

く
こ

と
が

大
切

で
す

。

短
期

目
標

が
達

成
さ

れ
た

か
ど

う
か

，
下

の
３

段
階

で
評

価
し

ま
す

。
評

価
規

準
を

設
定

し
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

短
期

目
標

ご
と

の
変

容
や

特
記

す
べ

き
評

価
の

内
容

が
あ

れ
ば

，
記

入
し

ま
す

。
「

△
」

の
場

合
は

，
次

学
期

も
し

く
は

次
年

度
に

継
続

す
べ

き
事

柄
に

つ
い

て
記

入
し

ま
す

。

本
人

や
保

護
者

の
願

い
を

家
庭

訪
問

や
教

育
相

談
な

ど
，

い
ろ

い
ろ

な

機
会
を
通
じ
て
把
握
し
ま
す

。

状
態
像

や
本
人
や

保
護
者
の

願
い
，
担
任
の
願
い
な
ど
を
も
と
に
，
１
年
間
で
達
成
で
き
る
目
標
を
設
定
し
ま
す
。
１
～
２
点
の
目
標
に
し
ま
す
。

３
学

期
終

了
時

に
，

特
に

引
き

継
い

で
お

く
必

要
が

あ
る

事
項

を
記
入
し
ま
す
。

支
援

終
了

時
に

，
保

護
者

が
記

入
し

ま
す

。
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③
個

別
の

教
育

支
援

計
画

作
成

の
ポ

イ
ン

ト
(
下

記
の

項
目

は
，
「
保

育
所

・
幼

稚
園

・
療

育
施
設

」
の

様
式

で
示

し
て

い
ま

す
。

学
校

段
階
で

も
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
)

※
支

援
機

関
が

多
い
場

合
は

，
複

数
ペ

ー
ジ

使
っ

て
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

幼
児

児
童

生
徒

氏
名

組
・
学
年
等

将
来
に
向
け
て
の
願
い
・

現
在
の

生
活
の
願
い

次
年
度
へ
の
引
継

保
護

者
氏

名
担
任
氏
名

本
人

記
入

者
氏

名
保
護
者

支
援

目
標

長
期
目
標

(
３
年
後
)

短
期
目
標

(
１
年
後
)

支
援

機
関
名
：

支
援

家
庭

支
援

機
関
名
：

機
関

支
援
者
：

機
関

支
援
者
：

機
関

支
援
者
：

支
援

支
援

支
援

内
容

内
容

内
容

評
価

評
価

評
価

所
属

○
○
○
○

機
関

担
当
者
：

支
援

機
関
名
：

機
関

支
援
者
：

支
援

支
援

内
容

内
容

評
価

評
価

ま
ず
中
央
の
二
重
線
の
部
分
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
後
，

関
係
す
る
他
の
支
援
機
関
も
記
入
し
ま
す
。

・
中

心
と

な
る

支
援

機
関

を
取

り
巻

く
複

数
の

枠
に

，
対

象
幼
児
児
童
生
徒
の
支
援
に
か
か
わ
る
通
園
施
設
や
病
院
，

保
健
所
な
ど
の
支
援
機
関
を
記
入
し
ま
す
。

・
支

援
内

容
に

つ
い

て
は

，
支

援
会

議
等

を
開

い
て

，
検

討
・

確
認

す
る

機
会

を
設

定
す

る
場

合
も

あ
れ

ば
，

保
護

者
の

協
力

を
得

て
，

支
援

内
容

等
の

情
報

収
集

を
行

う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
機
関
が
，
ど
の
よ
う
な
役
割
で
，

ど
の

よ
う

な
支

援
が

で
き

る
の

か
，

そ
の

時
々

で
整

理
し

た
り
，
確
認
し
た
り
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭

は
そ

の
子

に
と

っ
て

，
大

切
な

支
援

機
関

の
一

つ
で

す
。

支
援

に
当

た
家
族
を
記
入
し
ま
す
。

家
庭

で
，

園
や

学
校

な
ど

と
連

携
し

て
短

期
目

標
達

成
の

た
め

に
取

り
組

め
る

こ
と

に
つ

い
て
具
体
的
に
記
入
し
ま
す
。

在
籍

す
る

園
や

学
校

名
と

担
任

,
担

当
者

名
を

記
入

し
ま

す
。

担
当

者
，

学
級

担
任

，
教

科
担

任
，

支
援

員

な
ど

支
援

に
か

か
わ

る
人

が
，

ど
の

よ
う

に
支

援
し

て
い

る
か

大
ま

か
に

書
く

。
詳

細
は

，
個

別
の
指
導
計
画
に
記
入
す
る
。

長
期

目
標

と
し

て
は

３
年

後
，

短
期

目
標

と
し

て
は

１
年

後
を

目
安

と
し

て
，

本
人

や
保

護
者

の
願

い
や

支
援

者
の

願
い

を
基

に
，

目
標
を
設
定
し
ま
す
。

本
人

や
保

護
者

の
願

い
を

家
庭

訪
問

や
教

育
相

談
な

ど
，

い
ろ

い
ろ

な
機

会
を

通
じ

て
把
握
し
ま
す
。

１
年

終
了

し
た

時
点

で
，

次
年

度
も

継
続

し
て

支
援

し
て

ほ
し

い
こ

と
や

留

意
事
項
に
つ
い
て
記
入
し
ま
す
。

支
援

内
容

に
つ

い
て

の
１

年
後

の
変

化
を

記
入

し
ま

す
。

各
関

係
機

関
に

お

け
る

評
価

に
つ

い
て

も
，

保
護

者
等

を

通
じ
て
収
集
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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④
移

行
支

援
シ

ー
ト

作
成

の
ポ

イ
ン

ト

こ
こ

で
は

，
幼

稚
園

か
ら

小
学

校
に

就
学

す
る

子
ど

も
の

様
式

に
基

づ
い

て
説

明
し

ま
す

。
中

学
校

・

高
等

学
校

へ
の

就
学

・
進

学
な

ど
他

の
移

行
期

に
お

け
る

作
成

に
際

し
て

も
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。

１
現

在
行

っ
て

い
る

主
な

支
援

の
内

容
<幼

稚
園

・
保

育
所

等
→

小
学

校
・

特
別

支
援

学
校

（
小

学
部

）
>

(
1
)

資
料

の
観

点
例

を
参

考
に

各
項

目
に

つ
い

て
，

支
援

度
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

◎
：

配
慮

・
支

援
の

必
要

は
な

い
。

○
：

何
ら

か
の

配
慮

・
支

援
が

あ
れ

ば
で

き
る

。

△
：

多
く

の
配

慮
・

支
援

を
要

す
る

。

(
2
)

○
又

は
△

の
項

目
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
配

慮
や

支
援

を
具

体
的

に
記

入
し

て

く
だ

さ
い

。 項
目

支
援

度
主

に
幼

稚
園

・
保

育
所

等
で

行
っ

て
き

た
配

慮
・

支
援

①
健

康
面

に
関

す
る

配
慮

◎

②
見

え
◎

③
聞

こ
え

◎

④
姿

勢
保

持
◎

⑤
移

動
◎

⑥
手

指
の

動
き

◎

⑦
そ

の
他

（
）

①
食

事
○

①
偏

食
の

傾
向

が
あ

り
，

食
べ

る
こ

と
に

集
中

で
き

②
排

せ
つ

◎
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
が

，
教

師
が

近
く

に
座

り
，

言

③
衣

服
の

着
脱

○
葉

掛
け

す
る

と
落

ち
着

い
て

食
事

に
臨

む
こ

と
が

で

④
片

付
け

◎
き

，
苦

手
な

も
の

も
少

し
ず

つ
食

べ
よ

う
と

す
る

。

⑤
用

具
の

使
用

・
活

用
○

⑥
一

日
の

流
れ

や
活

動
内

容
を

絵
カ

ー
ド

で
示

し
，

⑥
そ

の
他

（
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

理
解

や
変

更
）

○
説

明
す

る
こ

と
で

，
活

動
の

切
り

替
え

が
ス

ム
ー

ズ

に
で

き
る

。

社

①
指

示
や

話
の

内
容

理
解

○
③

⑦
絵

カ
ー

ド
な

ど
で

視
覚

的
に

相
手

の
気

持
ち

を

会

②
意

思
の

伝
達

○
伝

え
る

と
理

解
し

や
す

い
。

ま
た

，
教

師
が

「
お

友

性

③
人

と
の

か
か

わ
り

○
達

は
ど

ん
な

気
持

ち
か

な
？

」
と

言
葉

掛
け

す
る

こ

・

④
遊

び
○

と
で

，
自

分
で

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

行

⑤
集

団
行

動
○

る
。

動

⑥
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

○

⑦
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

○

⑧
危

険
回

避
・

危
険

予
知

○

⑨
そ

の
他
（

）

学
①

理
解

（
上

下
・

前
後

・
左

右
な

ど
）

○

習
②

文
字

へ
の

興
味

・
関

心
○

へ
③

平
仮

名
（

自
分

の
名

前
程

度
）

の
読

み
◎

の
④

平
仮

名
（

自
分

の
名

前
程

度
）

の
書

き
△

④
書

く
こ

と
へ

の
興

味
も

出
て

き
て

い
る

。
「

名
前

準
⑤

数
え

る
こ

と
へ

の
興

味
・

関
心

○
は

ど
う

だ
っ

け
？

」
と

教
師

に
求

め
て

く
る

の
で

，

備
⑥

描
く

こ
と

へ
の

興
味

・
関

心
◎

「
縦

」
「

横
」

な
ど

言
葉

か
け

し
な

が
ら

教
師

が
手

⑦
そ

の
他
（

）
を

添
え

て
書

く
よ

う
に

し
て

い
る

。

健 康 ・ 身 体 機 能 身 辺 処 理 ・ 生 活※
各

項
目

に
つ

い
て

，
子

ど
も

の
発

達
の

様
子

や
支

援
の

状
態

か
ら

支
援

度
（

支
援

の
必

要
度

）

を
３

段
階

で
評

価
し

ま
す

。
○

ペ
ー

ジ
の

資
料

（
実

際
に

は
シ

ー
ト

の
裏

面
に

な
る

）
に

示
し

た

各
項

目
の

観
点
を

参
考

に
し

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

※
○

又
は

△
の

項
目

に
つ

い
て

は
，

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
主

な
配

慮
や

支
援

の
内

容
を

具
体

的
に

記
述

し
ま

す
。
そ

の
際
，
で

き
る

だ
け
「

○
○

で
き

な
い

」

状
態

の
記

入
で

は
な

く
「

○
○

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

で
き

る
」
と

い
う

立
場

で
子

ど
も

の
様

子
を

と
ら

え
，

情
報

を
伝

え
て

い
く

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

※
最

初
に

，
関

連
す

る
項

目
の

番
号

を
表

記
し

，
そ

の

後
に

具
体

的
な

配
慮

や
支

援
の

内
容

を
記

入
し

ま
す

。

「
そ

の
他

」
の

欄
は

，
裏

面
の

資
料

を
参

考
に
（

）

に
項

目
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

項
目

主
に

幼
稚

園
・

保
育

所
等

で
行

っ
て

き
た

配
慮

・
支

援

①
粘

土
や

砂
場

遊
び

①
教

師
も

一
緒

に
遊

び
，

イ
メ

ー
ジ

を
共

得
意

な
こ
と

な
ど

イ
メ

ー
ジ

を
有

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

興
形

に
す

る
こ

と
②

達
成

で
き

た
と

き
は

，
特

に
多

く
の

言

味
好

き
な

遊
び

②
手

伝
い

や
当

番
活

葉
を

掛
け

，
褒

め
る

こ
と

を
大

切
に

し
た

。

・
動

関
①

鉄
棒

や
プ

ー
ル

②
鍵

盤
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
練

習
等

，
長

時
間

心
苦

手
な

こ
と

②
集

中
し

て
取

り
組

に
な

ら
な

い
よ

う
に

○
分

程
度

と
決

め
て

等
む

こ
と

取
り

組
む

工
夫

を
し

た
。

ま
た

，
活

動
の

嫌
い

な
活

動
前

後
に

好
き

な
こ

と
が

で
き

る
時

間
を

十

分
と

る
よ

う
に

し
た

。

２
就

学
先

の
学

校
へ

(1
)

就
学

後
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

内
容

や
配

慮
事

項

※
こ

れ
ま

で
大

事
に

し
て

き
た

指
導

内
容

・
方

法
の

工
夫
（

環
境

や
働

き
掛

け
の

工
夫

，
支

援
の

こ
つ

，

情
緒

的
に

不
安

定
に

な
っ

た
と

き
の

対
応

な
ど

）
，

こ
れ

ま
で

の
指

導
で

伸
び

て
き

た
こ

と
，

こ
れ

か

ら
も

伸
ば

し
て

ほ
し

い
こ

と
，

そ
の

た
め

の
手

だ
て

や
配

慮
事

項
な

ど

・
登

園
時

に
，

一
日

の
流

れ
や

活
動

内
容

な
ど

を
絵

カ
ー

ド
で

具
体

的
に

伝
え

た
り

，
片

付
け

の
時

間
な

ど
を

事
前

に
伝

え
た

り
す

る
こ

と
で

，
活

動
の

切
り

替
え

が
ス

ム
ー

ズ
に

い
く

。

・
イ

ラ
イ

ラ
し

て
席

に
着

け
な

か
っ

た
り

，
声

を
出

し
た

り
な

ど
情

緒
的

に
不

安
定

な
と

き
は

，
静

か
な

場
所

に
移

動
し

，
落

ち
着

い
て

話
を

聞
く

よ
う

に
し

た
。

本
人

の
思

い
を

し
っ

か
り

受
け

止
め

，
「

○
○

が
嫌

だ
っ

た
ん

だ
ね

」
と

肯
定

的
な

言
葉

で
話

す
よ

う
に

配
慮

す
る

と
教

師
の

話
も

聞
き

入
れ

や
す

い
。

(2
)

就
学

後
の

学
校

生
活

に
関

す
る

要
望

・
期

待
な

ど
（

保
護

者
記

入
欄

）

・
早

く
新

し
い

先
生

や
友

達
に

慣
れ

て
，

み
ん

な
と

一
緒

に
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

こ
の

シ
ー

ト
の

内
容

を
就

学
先

や
関

係
す

る
支

援
機

関
と

共
有

す
る

こ
と

に
同

意
し

ま
す

。

平
成

○
○

年
○

月
○

日

名
前

（
保

護
者

）
○

○
○

○

※
子

ど
も
の
生

活
全

般
を

み
て
「

得
意

な
こ

と
，
好

き
な

遊
び

」「
苦

手
な

こ
と
，
嫌
い

な
活

動
」

な
ど

を
書
き
ま

す
。

そ
の

こ
と
が

，
就

学
後

の
支
援

の
大

き
な
手

掛
か

り
に

な
り
ま

す
。

※
就

学
後

の
生

活
を

想
定

し
て

，
特

に
必

要
に

な
る

支
援

・
継

続
し

て
ほ

し
い

内
容

な
ど

を

ま
と

め
ま

す
。
「

１
現

在
行

っ
て

い
る

主
な

支
援

の
内

容
」

の
中

で
述

べ
た

こ
と

を
更

に
具

体
的
に

伝
え

た
り
，

補
足

し
た

り
す
る

こ
と

も
あ

り
ま
す

。

※
移

行
支

援
シ

ー
ト

を
作

成
し

た
り

，
シ

ー
ト

を
就

学
先

に
引

継
い

だ
り

す
る

に
は

，
保

護
者

の

同
意

が
必

要
で

す
。

ま
た

，
実

態
に

応
じ

て
本

人
の

進
路

希
望

や
将

来
の

夢
な

ど
を

記
入

す
る

こ

と
も

大
切
に
な

り
ま

す
。
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（３） 学 校

① 学校の記録（一覧表）・・・保護者が記入します。
・ 通学する学校の名前や学年，担任名などを，年度ごとに記録します。ことばの教
室やきこえの教室など通級による指導を受ける場合は，両方に記入しましょう。

② 学校の個別の指導計画・・・支援機関が記入します。
・ 個別の指導計画は，各学校の担任等子どもの支援にかかわる教員が中心になって

作成します。作成や活用に当たっては，保護者との連携が必要であり，また，支援
の関係者で構成される校内委員会等で多面的に検討していくことが重要です。

・ 各学校で作成する個別の指導計画を綴じ込んでも構いません。

③ 学校の個別の教育支援計画・・支援機関が記入します。
・ 個別の教育支援計画は，各学校の担任等が中心となって，子どもの支援にかかわ
る校内外の関係機関と協力して取り組む具体的内容を明記します。

・ 各学校で作成する個別の教育支援計画を綴じ込んでも構いません。

④ 移行支援シート・・・本人・保護者及び支援機関が記入します。
・ 小学校（特別支援学校小学部）から中学校（特別支援学校中学部），中学校（特
別支援学校中学部）から高等学校（特別支援学校高等部）等への就学，または高等
学校・特別支援学校高等部から就労するに当たって，子どもにこれまで行ってきた
支援策等をコンパクトにまとめ，焦点化して就学先や進学先，就労先へ引き継ぎ，
早期から受入準備等を進めるために活用します。

・ 「就学後の学校生活に関する要望・期待など」の欄等は，本人・保護者が記入し，
それ以外は，各学校の担任が中心となって作成します。
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① 学校の記録（一覧表） ※ 保護者が記入します。

小学校・特別支援学校（小学部）

年 度 学 校 名 年 組 担 任 名

○○ ○○
○○年度 ○○市立 ○○ 学校 １ 年 ○ 組

(通常の学級・特別支援学級） ○○ ○○

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

中学校・特別支援学校（中学部）

年 度 学 校 名 年 組 担 任 名

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

学校 年 組
(通常の学級・特別支援学級）

通級指導教室

年 度 学 校 名 学 級 名 担 当 者 名

○○年度 ○○市立 △△ 小学校 ことばの教室 ○○ ○○

学校

学校

学校
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高等学校・特別支援学校（高等部）

年 度 学 校 名 年 組 担 任 名

学校
年 組

（ 科）

学校
年 組

（ 科）

学校
年 組

（ 科）

学校
年 組

（ 科）

専門学校・短大・大学・大学院

年 度 学 校 名 学部・学科など 備 考

高校・専門学校・短大 卒業・中退
大学・大学院

高校・専門学校・短大 卒業・中退
大学・大学院

高校・専門学校・短大 卒業・中退
大学・大学院

高校・専門学校・短大 卒業・中退
大学・大学院

高校・専門学校・短大 卒業・中退
大学・大学院

高校・専門学校・短大 卒業・中退
大学・大学院
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（４） 福祉・労働

① 福祉・労働の記録（一覧表）・・・本人及び保護者が記入します。

・ 就労先，作業所や施設の通所・入所の状況を記入します。アルバイトや自

営業手伝いなどの経験も記入しましょう。

② 福祉・労働の個別の支援計画・・・支援機関が記入します。

・ 各事業所や福祉施設の担当など支援にかかわる職員が中心になって作成し

ます。作成や活用に当たっては，本人及び保護者の理解が必要であり，また，

支援の関係者間で多面的に検討していくことが重要です。

・ 各事業所や福祉施設で作成する個別の支援計画を綴じ込んでも構いませ

ん。
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① 福祉・労働の記録（一覧表）
○ 就労の記録

（アルバイトや自営業手伝いなど，経験のあるものを記入しましょう。）

期 間 勤務先名 連絡先（電話） 勤務時間 仕事内容

○○年 ○月 ○○食品 ○○○○－ ８：３０ ・ 食品の詰め合わせ

～

○○－○○○○

～

・ 箱折り

○○年 ○月 １７：００ ・ 運搬助手

年 月 ：

～ ～

年 月 ：

年 月 ：

～ ～

年 月 ：

年 月 ：

～ ～

年 月 ：

○ 福祉的就労の記録
（作業所，施設等の通所等の状況を記入しましょう。）

期 間 作業所名・施設名 連絡先（電話） 回 数 仕事内容

△△年 △月 ○○作業所 ○○○○－ 毎 日 ・ パン作り

～

○○－○○○○ 週 回 ・ パンの販売

△△年 △月 入 所

年 月 毎 日

～

週 回

年 月 入 所

年 月 毎 日

～

週 回

年 月 入 所

年 月 毎 日

～

週 回

年 月 入 所
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② 福祉・労働の個別の支援計画作成のポイント
※ 福祉施設や就労先で記入していただけるとありがたいです。また，独自に作成している個別の支

援計画等がありましたら，綴じ込んでください。

記入者 ○○ ○○

機関・職場名 ○○食品 連絡先 ○○○市 ○○○町 ○○－○

担当者名 ○○ ○○

支 援 の 期 間 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日 ～ 年 月 日

項 目 状 態 像

①健康面に関する配慮
健康・ ②視覚 ③聴覚
身体機 ④姿勢保持 ⑤移動
能面 ⑥手指の動き ⑦その他

身辺処 ①食事 ②排せつ

理・生 ③衣服の着脱 ④片付け

活面 ⑤用具の使用・活用
⑥役割 ⑦金銭 ⑧その他
①指示や話の理解 ②意思の伝達

社会性
③集団行動

・行動
④決まりの理解や遂行

面
⑤対人関係
⑥感情のコントロール
⑦危険回避・危険予知 ⑧その他

業務・
①集中力 ②持続力

作業内
③巧緻性 ④読む

容面
⑤書く ⑥計算する
⑦その他

本 人 の 願 い

保護者の願い

担当者の願い

長 期 目 標

短 期 目 標 支援の内容・具体的な手だて 評価 本人の変容・評価

今後に向けて

（引継事項）

保護者記入欄

※ 評価は，十分達成した◎ 達成した○ 努力が必要△

直接，福祉施設での生活及び就労先の業務内容にかかわる担

当者及びジョブコーチ的な方も記入しておくとよいでしょう。

本人や保護者の願いなど，年度始め，生活環境や業務内容が

変わったときなど，機会をとらえて把握します。

対象者の生活の様子，前担当者

や保護者からの聞き取りなどをも

とに，それぞれの状態像を記入し

ます。その際，該当する項目番号

を，先頭につけます。

長期目標評価時に，特に引き継いでおく必要がある事項を記入します。

長期目標評価時に，保護者が記入します。

状態像や長期目標をも

とに，３か月，半年など期

間を決めて，短期的な目標

を具体的に設定します。

短期目標が達成されたか
どうか，下の３段階で評価
します。また，短期目標ご
との変容や特記すべき評価
の内容があれば記入します。

短期目標ごとに，具体的
な内容や手だてを記入しま
す。第３者がこれを見て，
指導できるようなスタンス
で書くことが大切です。

状態像や本人や保護者の願い，担当者の願いなどをもとに，

１年後を目安に達成できる目標を設定します。
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３ その他

○ 手帳の取得状況

・ 療育手帳や身体障害者手帳，精神障害者保健福祉手帳など，様々な手帳の

取得，更新の際に記入します。

○ 障害に配慮した教育
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○ 手帳の取得状況

手帳の種類 有効期限・等級等 診察機関・診断名

手帳交付日 ○○病院
平成 ○○年 ○月 ○日
段階（ Ａ－２ ） 知的障害

等級変更日
平成 年 月 日
段階（ ）

療 育 手 帳
等級変更日
平成 年 月 日
段階（ ）

等級変更日
平成 年 月 日
段階（ ）

手帳交付日 ○○病院
平成 ○○年 ○月 ○日
等級（ １種 ２級） 感音性難聴

等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

身体障害者手帳
等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

手帳交付日
平成 年 月 日
等級（ 級）

精 神 障 害 者 等級変更日
保 健 福 祉 手 帳 平成 年 月 日

等級（ 級）

等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）
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手当・年金 有効期限・等級等 診察機関

承認された日
特別児童扶養手当 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
二 平成 年 月 日から
十 平成 年 月 日まで
歳
未 承認された日
満 平成 年 月 日から

障害児福祉手当 平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

承認された日
特別障害者手当 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
二 平成 年 月 日から
十 平成 年 月 日まで
歳
以 承認された日
上 障害者基礎年金 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

承認された日・更新月日
その他 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

承認された日・更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで
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３ その他

○ 手帳の取得状況

・ 療育手帳や身体障害者手帳，精神障害者保健福祉手帳など，様々な手帳の

取得，更新の際に記入します。

○ 障害に配慮した教育
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○ 手帳の取得状況

手帳の種類 有効期限・等級等 診察機関・診断名

手帳交付日 ○○病院
平成 ○○年 ○月 ○日
段階（ Ａ－２ ） 知的障害

等級変更日
平成 年 月 日
段階（ ）

療 育 手 帳
等級変更日
平成 年 月 日
段階（ ）

等級変更日
平成 年 月 日
段階（ ）

手帳交付日 ○○病院
平成 ○○年 ○月 ○日
等級（ １種 ２級） 感音性難聴

等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

身体障害者手帳
等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

手帳交付日
平成 年 月 日
等級（ 級）

精 神 障 害 者 等級変更日
保 健 福 祉 手 帳 平成 年 月 日

等級（ 級）

等級変更日
平成 年 月 日
等級（ 級）

27



手当・年金 有効期限・等級等 診察機関

承認された日
特別児童扶養手当 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
二 平成 年 月 日から
十 平成 年 月 日まで
歳
未 承認された日
満 平成 年 月 日から

障害児福祉手当 平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

承認された日
特別障害者手当 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
二 平成 年 月 日から
十 平成 年 月 日まで
歳
以 承認された日
上 障害者基礎年金 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

承認された日・更新月日
その他 平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

承認された日・更新月日
平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで
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Ⅲ 幼稚園，小学校，中学校，
高等学校における作成例

※ 個別の指導計画及び個別の教育支援計画は，１学期終了時

点での作成例です。

１ 幼稚園

① 個別の指導計画

② 個別の教育支援計画

③ 移行支援シート

２ 小学校

① 個別の指導計画

② 個別の教育支援計画

③ 移行支援シート

３ 中学校

① 個別の指導計画

② 個別の教育支援計画

③ 移行支援シート

４ 高等学校

① 個別の指導計画

② 個別の教育支援計画

③ 移行支援シート



①
幼

稚
園

の
個

別
の

指
導

計
画

作
成

例
※

園
で
記

入
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
，
各

園
で
独
自
に

作
成
し
て

い
る
個
別

の
指
導
計

画
が
あ
り
ま

し
た
ら
，

綴
じ
込
ん

で
く
だ
さ

い
。

支
援
の

期
間

○
○
年

○
○
月

○
○

日
～

○
○
年

○
○
月

○
○

日
記
入
者

○
○

○
○

園
名
（
連
絡
先
）

○
○
幼
稚
園

組
年
長
・
ゆ
り
組

氏
名

○
○

○
○

担
任
名

○
○

○
○

本
人
・

・
友

達
と

仲
良

く
遊

べ
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

担
任
の

・
新

し
い

環
境

に
早

く
慣

れ
て

，
友

達
と

の
か

か
わ

り
を

た
く

さ
ん

も
つ

中
で

，
様

々
な

こ

保
護
者

・
文
字
に
興

味
を
も
っ

て
ほ
し
い

。
と

を
経
験
し

て
ほ
し
い
。

の
願
い

願
い

・
集

団
生

活
の

中
で

の
自

分
の

役
割

を
達

成
す

る
こ

と
等

を
通

し
て

，
自

己
肯

定
感

を
も

っ

て
ほ
し
い

。

長
期

目
標

（
１
年
後
）

・
園
生
活
に

必
要
な
簡

単
な
ル
ー

ル
を
守
っ

て
友
達
と
遊

ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

・
自

分
か
ら
友

達
を
遊
び
に

誘
う
こ
と

が
で
き
る

。

項
目

状
態

像
短
期
目
標
（
学
期
ご
と
）

支
援

・
指

導
の

内
容

・
具

体
的

な
手

立
て

評
本
人
の
変
容
・
評
価

価
①

食
事

②
排
せ
つ

①
偏

食
傾

向
が

あ
り

，
食

事
に

集
【

１
学
期
】

①
教

師
が

近
く

に
座

り
，
「

恐
竜

も
食

①
食

事
中

は
，

落
ち

着
い

て
座

っ
て

い

③
衣

服
の

着
脱

④
片
付
け

中
で

き
ず
離
席

す
る
こ
と
が

多
い
。

①
食

事
が

終
わ

る
ま

で
座

っ
て

い
る

べ
て

い
た

ん
だ

よ
」

等
食

事
に

興
味

○
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
会
話

の
中
で
，

⑤
用

具
の

使
用

・
活
用

⑥
活

動
の
切
り

換
え
が
難
し

い
。

こ
と
が
で

き
る
。

が
も

て
る

よ
う

な
会

話
を

す
る

よ
う

食
べ

物
に

も
興

味
を

も
ち

，
少

し
ず

つ

⑥
そ

の
他

⑥
教

師
と

一
緒

に
園

の
一

日
の

生
活

に
す
る
。

食
べ
よ

う
と
す
る

よ
う
に
な

っ
て
き
た

。

を
確
認
す

る
こ
と
が
で

き
る
。

⑥
園

の
一

日
の

流
れ

を
，

絵
カ

ー
ド

◎
⑥

教
師

と
絵

カ
ー

ド
で

確
認

す
る

こ
と

で
示
し
な
が

ら
確
認
す
る

。
を
楽
し

み
に
待
つ

様
子
が
見

ら
れ
た
。

①
指

示
や

話
の

内
容
理
解

③
④

一
人
遊
び

が
多
い
。

【
１
学
期
】

③
④

教
師

も
遊

び
に

入
り

思
い

を
共

◎
③

④
気

の
合

う
友

達
が

で
き

，
遊

び
の

②
意

思
の

伝
達

③
⑥

場
の

雰
囲

気
や

相
手

の
気

持
③

④
砂

場
で

友
達

と
一

緒
に

山
を

作
っ

有
し

た
り

お
互

い
の

気
持

ち
を

代
弁

中
で

の
会

話
を

楽
し

ん
だ

り
，

冗
談

を

③
人

と
の

か
か

わ
り

ち
を
察
す
る

こ
と
が
困
難

。
た

り
，

自
転

車
遊

び
で

，
自

分
の

後
し

た
り

，
気

持
ち

を
視

覚
的

に
提

示
言

っ
て

笑
い

あ
っ

た
り

す
る

姿
が

見
ら

④
遊

び
⑤

集
団

行
動

⑥
⑦

自
分

の
思

い
を

達
成

で
き

な
ろ
に
友
達

を
乗
せ
て
あ

げ
た
り
す

る
。

し
た
り
す
る

。
れ
る
よ

う
に
な
っ

た
。

⑥
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

か
っ

た
と

き
の

感
情

の
コ

ン
ト

⑥
⑦

ブ
ラ

ン
コ

や
自

転
車

を
，

交
替

で
⑥

⑦
友

達
と

ト
ラ

ブ
ル

が
起

こ
る

前
△

⑥
⑦

衝
動

的
な

動
き

が
多

く
見

ら
れ

，

⑦
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ロ
ー
ル
が
難

し
い
。

使
っ
た
り

，
順
番

を
守
っ
た
り

す
る
。

に
「

順
番

を
守

り
ま

す
」

等
肯

定
的

友
達

に
強

い
態

度
で

向
か

っ
て

し
ま

う

⑧
危

険
回

避
・

危
険

予
知

⑥
⑦

砂
場

の
水
道
を
順

番
で
使
う

。
な

言
葉
を
掛

け
る
。

こ
と
が

し
ば
し
ば

あ
る
。

⑨
そ

の
他

⑥
⑦

順
番

を
守

る
こ

と
が

で
き

て
い

△

る
場
面
で

は
，
大
い
に
ほ

め
る
。

①
理

解
（

上
下

・
前

後
・

左
右

）
⑥

想
像

性
が

豊
か

で
，

粘
土

遊
び

【
１
学
期
】

②
本

児
の

興
味

の
あ

る
絵

本
を

取
り

②
自
ら

絵
本
を
手

に
し
て
，
教

師
に
「

読

②
文

字
へ

の
興

味
・
関
心

や
砂

場
，

工
作

な
ど

，
自

分
の

イ
②

恐
竜

が
出

て
く

る
絵

本
を

教
師

と
上

げ
，

１
対

１
で

絵
本

の
読

み
聞

か
○

ん
で

」
と

持
っ
て
来

る
よ
う
に

な
っ
た
。

③
平

仮
名

（
自
分

の
名

前
程
度
）

の
読

み
メ
ー

ジ
を
形
に

す
る
こ
と
は

得
意
。

一
緒

に
見

た
り

，
恐

竜
の

名
前

を
一

せ
を

す
る

時
間

を
設

定
す

る
よ

う
に

全
体

へ
の

読
み

聞
か

せ
で

は
，

集
中

で

④
平

仮
名

（
自
分

の
名

前
程
度
）

の
書

き
②

恐
竜

に
興

味
が

あ
り

，
名

前
や

緒
に

読
ん

だ
り

す
る

こ
と

で
，

文
字

す
る
。

き
ず

発
言

し
た

り
，

離
席

し
た

り
し

て

⑤
数

え
る

こ
と

へ
の

興
味

・
関

心
特
徴

な
ど
を
覚

え
て
い
る
。

へ
の
興
味

・
関
心
を
も

つ
。

し
ま

う
が

，
１

対
１

の
と

き
は

聞
け

る

⑥
描

く
こ

と
へ

の
興

味
・

関
心

②
絵

本
等

，
一

定
の

時
間

集
中

し
よ
う
に

な
っ
て
き

た
。

⑦
そ

の
他

て
話

を
聞
く
こ

と
は
難
し
い

。

②
文

字
へ

の
興

味
・

関
心

は
ほ

と

ん
ど

な
い
。

今
後
に

向
け
て

保
護

者
記
入
欄

（
引
継

事
項
）

（
支

援
終

了
時

感
想

）

※
評

価
は
，
十

分
達
成
し

た
◎

達
成
し
た
○

努
力

が
必
要
△

社
会

性

・

行
動

面

身
辺

処

理
・

生

活
面

学
習

へ

の
準

備
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②
幼

稚
園

の
個

別
の

教
育

支
援

計
画

作
成

例
※

支
援

機
関

が
多

い
場

合
は

，
複

数
ペ

ー
ジ

使
っ
て

作
成
し

て
く
だ

さ
い

。

幼
児

氏
名

○
○

○
○

組
年
長
・

ゆ
り

将
来
に
向
け
て
の
願
い
・

現
在
の

生
活
の
願
い

次
年
度
へ
の
引
継

保
護

者
氏

名
○
○

○
○

担
任
氏
名

○
○

○
○

本
人

・
新

年
度

，
年

長
組

に
な

っ
た

こ
と

を
意

識
付

け
る

よ
う

な
言

葉
掛

け
を

し
た

り
，

園
内

の
縦

記
入

者
氏

名
○

○
○
○

割
り

グ
ル

ー
プ

の
活

動
で

，
リ

ー
ダ

ー
さ

ん
に

保
護
者

・
友
達
と
仲
良
く
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

な
っ

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

，
意

欲
的

に
活

い
。

動
す

る
様

子
が

見
ら

れ
た

。
頑

張
っ

た
こ

と
を

・
文
字
に
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

み
ん

な
に

紹
介

す
る

な
ど

し
て

満
足

感
を

味
わ

わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

支
援

目
標

長
期
目
標

・
友
達
と
か
か
わ
り
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
。

(
３
年
後
)

・
か
か
わ
り
方
の
幅
を
広
げ
る
。

短
期
目
標

・
園

生
活

に
必

要
な

簡
単

な
ル

ー
ル

を
守

っ
て

友
達
と

遊
(
１
年
後
)

ぶ
こ

と
が

で
き
る
。

・
自

分
か

ら
友
達
を

遊
び
に

誘
う

こ
と

が
で
き
る

。

支
援

機
関
名
：
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

支
援

家
庭

支
援

機
関
名
：
児
童
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
○

○
園

機
関

支
援
者
：
○
○
先
生

機
関

支
援
者
：
父
，
母
，
兄
（
小
２

）
機
関

支
援
者
：
○
○
先

生

支
援

・
保

育
参

観
を

通
し

て
，

指
導

方
法

等
に

つ
支
援

・
本
人
の
意
欲
を
大
切
に
し

な
が
ら

，
身
の
回
り
の

支
援

・
週
２
回
通
園

内
容

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

内
容

こ
と
を
自
分
で
し
た
り
，
家

族
の
中

で
の
役
割
を
も

内
容

・
運

動
遊

び
や

音
楽

活
動

を
通

じ
て

，
た
せ
て
取
り
組
ん
だ
り
す
る

。
周

囲
と

の
か

か
わ

り
を

も
ち

な
が

ら
活

・
精
神
的
に
安
定
す
る
よ
う

家
族
と

の
会
話
を
大
切

動
に
参
加
す
る

。
に
し
た
り
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

多
く
と

っ
た
り
す
る
。

評
価

・
本

児
が

自
分

な
り

に
行

動
し

，
そ

の
様

子
評
価

・
先

生
や

友
達

の
名

前
を

覚
え

，
毎

日
を

待
っ

て
言

葉
掛

け
す

る
よ

う
に

し
た

ほ
う

評
価

・
年
長
組
に
な
り
，
自
分
か

ら
着
替

え
や
登
園
の
準

楽
し

く
活

動
に

参
加

し
て

い
る

。
幼

稚
が
よ
い
。

備
を
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る

よ
う
に

な
っ
た
。

園
で

あ
っ

た
こ

と
を

う
れ

し
そ

う
に

話
し
て
く
れ
る
。

所
属

○
○
○
○
幼
稚
園

支
援

機
関
名
：

機
関

担
当
者
：
担
任
○
○

○
○

支
援

機
関
名
：

機
関

支
援
者
：

機
関

支
援
者
：

・
友
達
と
の
か
か
わ
り
の
中

で
，
順

番
を
守
る
，
交

支
援

支
援

替
で
使
う
な
ど
，
そ
の
場
に

適
応
で

き
る
よ
う
問
題

支
援

内
容

内
容

解
決
の
方
法
を
一
緒
に
探
っ

て
体
得

す
る
。

内
容

・
給
食
の
当
番
や
教
師
の
手

伝
い
な

ど
，
自
分
に
与

え
ら
れ
た
役
割
を
最
後
ま
で

や
り
遂

げ
る
。

評
価

評
価

評
価

・
笑
っ
て
い
る
表
情
や
怒
っ

て
い
る

表
情
な
ど
の
絵

カ
ー
ド
で
友
達
の
気
持
ち
を

示
す
と

，
じ
っ
と
見
て

考
え
る
よ
う
な
様
子
を
見
せ

る
よ
う

に
な
っ
た
。
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③
移

行
支

援
シ

ー
ト

作
成

例
：

幼
稚

園
・

保
育

所
等

か
ら

小
学

校
（

通
常

の
学

級
）

へ
就

学
す

る
例

１
現

在
行

っ
て

い
る

主
な

支
援

の
内

容
<幼

稚
園

・
保

育
所

等
→

小
学

校
・

特
別

支
援

学
校

（
小

学
部

）
>

(
1
)

資
料

の
観

点
例

を
参

考
に

各
項

目
に

つ
い

て
，

支
援

度
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

◎
：
配

慮
・

支
援

の
必

要
は

な
い

。

○
：
何

ら
か

の
配

慮
・

支
援

が
あ

れ
ば

で
き

る
。

△
：
多

く
の

配
慮

・
支

援
を

要
す

る
。

(
2
)

○
又

は
△

の
項

目
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
配

慮
や

支
援

を
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ

さ
い
。

項
目

支
援

度
主

に
幼
稚

園
・

保
育

所
等
で

行
っ

て
き
た

配
慮

・
支

援

①
健
康

面
に

関
す

る
配

慮
◎

○
特
に

記
入

な
し

。

②
見
え

◎

③
聞
こ

え
◎

④
姿
勢

保
持

◎

⑤
移
動

◎

⑥
手
指

の
動

き
◎

⑦
そ
の

他
（

）
◎

①
食
事

○
①

偏
食

の
傾

向
が

あ
り

，
食

べ
る

こ
と

に
集

中
で

き
な

②
排
せ

つ
◎

い
と

こ
ろ

が
あ

る
が

，
教

師
が

近
く

に
座

り
，

言
葉

掛

③
衣
服

の
着

脱
○

け
す

る
と

落
ち

着
い

て
食

事
に

臨
む

こ
と

が
で

き
，

苦

④
片
付

け
○

手
な
も

の
も

少
し

ず
つ

食
べ

よ
う

と
す

る
。

⑤
用
具

の
使

用
・

活
用

○
⑥

一
日

の
流

れ
や

活
動

内
容

を
絵

カ
ー

ド
で

示
し

，
説

⑥
そ

の
他

（
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

理
解

や
変更

）
○

明
す

る
こ

と
で

，
活

動
の

切
り

替
え

が
ス

ム
ー

ズ
に

で

き
る
。

①
指
示

や
話

の
内

容
理

解
○

③
⑦

絵
カ

ー
ド

等
で

視
覚

的
に

相
手

の
気

持
ち

を
伝

え

社
②

意
思

の
伝

達
○

る
と

理
解

し
や

す
い

。
ま

た
，

教
師

が
「

お
友

達
は

ど

会
③

人
と

の
か

か
わ

り
○

ん
な

気
持

ち
か

な
？

」
と

言
葉

掛
け

す
る

こ
と

で
自

分

性
④

遊
び

○
で

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

・
⑤

集
団

行
動

○

行
⑥

決
ま

り
の

理
解

や
遂

行
○

⑥
上

履
き

で
外

に
出

る
な

ど
決

め
ら

れ
た

こ
と

を
守

る

動
⑦

感
情

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
○

こ
と
が

で
き

な
い

と
き
，
「

×
」
を

書
い

た
カ

ー
ド

を
見

⑧
危
険

回
避

・
危

険
予

知
○

せ
る
と

，
行

動
を

調
整

す
る

様
子

が
見

ら
れ

る
。

⑨
そ
の

他
（

）

学

①
理
解

(上
下

・
前

後
・

左
右

な
ど

）
○

①
「

お
は

し
を

持
つ

手
だ

よ
」

と
言

葉
掛

け
す

れ
ば

，

習

②
文
字

へ
の

興
味

・
関

心
○

右
手
だ

と
い

う
こ

と
は

理
解

で
き

る
。

へ

③
平

仮
名

（
自

分
の

名
前

程
度

）
の

読
み

◎
②

当
番

活
動

の
中

で
友

達
の

名
前

を
読

む
機

会
を

作
っ

の

④
平

仮
名

（
自

分
の

名
前

程
度

）
の

書
き

△
た

り
，

郵
便

ご
っ

こ
を

し
た

り
す

る
こ

と
で

，
ず

い
ぶ

準

⑤
数

え
る

こ
と

へ
の

興
味

・
関

心
○

ん
興
味

・
関

心
が

高
ま

っ
て

き
た

よ
う

で
あ

る
。

備

⑥
描
く
こ

と
へ
の

興
味
・
関

心
◎

④
書
く

こ
と

へ
の

興
味

も
出

て
き

て
い

る
。
「
名
前

は
ど

⑦
そ
の

他
（

）
う

だ
っ

け
？
」
と
教

師
に

求
め

て
く

る
の

で
，「

縦
」「

横
」

な
ど

言
葉

掛
け

し
な

が
ら

教
師

が
手

を
添

え
て

書
く

よ

う
に
し

て
い

る
。

健 康 ・ 身 体 機 能 身 辺 処 理 ・ 生 活

項
目

主
に
幼

稚
園

・保
育

所
等

で
行

っ
て
き
た
配

慮
・支

援

得
意

な
こ
と

・
粘

土
や

砂
場

遊
び

・
教

師
も

一
緒

に
遊

び
，

イ
メ

ー
ジ

を
共

有
で

好
き
な
遊

び
な

ど
イ

メ
ー

ジ
を

形
き
る

よ
う

に
し

た
。

興
に

す
る

こ
と

・
達

成
で

き
た

と
き

は
，

特
に

多
く

の
言

葉
を

味
・

手
伝

い
や

当
番

活
掛
け

，
ほ

め
る

こ
と

を
大

切
に

し
た

。

・
動

関 心
苦
手

な
こ
と

・
鉄

棒
や

プ
ー

ル
・

鍵
盤
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
練

習
等

，
長

時
間

に
な

等
嫌
い
な
活

動
・

集
中

し
て

取
り

組
ら
な

い
よ

う
に

○
分

程
度

と
決

め
て

取
り

組
む

む
こ

と
工
夫
を
し
た
。
ま
た
,活

動
の
前
後
に
好
き
な
こ

と
が

で
き

る
時

間
を

十
分

と
る

よ
う

に
し

た
。

２
就

学
先

の
学

校
に

伝
え

た
い

支
援

内
容

(1
)

就
学

後
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

内
容

や
配

慮
事

項

※
こ

れ
ま

で
大

事
に

し
て

き
た

指
導

内
容

・
方

法
の

工
夫

（
環

境
や

働
き

掛
け

の
工

夫
，

支
援

の
こ

つ
，

情
緒

的
に

不
安

定
に

な
っ

た
と

き
の

対
応

な
ど

），
こ

れ
ま

で
の

指
導

で
伸

び
て

き
た

こ
と

，
こ

れ
か

ら
も

伸
ば

し
て

ほ
し

い
こ

と
，

そ
の

た
め

の
手

だ
て

や
配

慮
事

項
な

ど

・
登

園
時

に
，

一
日

の
流

れ
や

活
動

内
容

な
ど

を
絵

カ
ー

ド
で

具
体

的
に

伝
え

た
り

，
片

付
け

の
時

間
な

ど
を

事
前

に
伝

え
た

り
す

る
こ

と
で

，
活

動
の

切
り

替
え

が
ス

ム
ー

ズ
に

い
く

。

・
イ

ラ
イ

ラ
し

て
席

に
着

け
な

か
っ

た
り

，
声

を
出

し
た

り
な

ど
情

緒
的

に
不

安
定

な
と

き
は
，

静
か

な
場

所
に

移
動

し
，

落
ち

着
い

て
話

を
聞

く
よ

う
に

し
た

。
本

人
の

思
い

を
し

っ
か

り
受

け
止

め
，
「

○
○

が
嫌

だ
っ

た
ん

だ
ね

」
と

肯
定

的
な

言
葉

で
話

す
よ

う
に

配
慮

す
る

と
教

師

の
話

も
聞

き
入

れ
や

す
い

。

・
友

達
と

の
ト

ラ
ブ

ル
の

際
に

は
，

周
囲

の
気

持
ち

を
代

弁
し

た
り

，
言

葉
で

の
伝

え
方

を
教

え
た

り
し

て
き

た
。

ま
た

，
友

達
に

本
人

の
よ

い
点

を
伝

え
る

機
会

を
多

く
と

っ
た

り
，

本
人

の
苦

手
と

す
る

面
を

理
解

し
手

助
け

し
て

く
れ

る
よ

う
に

話
を

し
た

り
す

る
こ

と
で

，
周

囲
の

受
入

に
も

変
化

が
み

ら
れ

つ
つ

あ
る

。

(2
)

就
学

後
の

学
校

生
活

に
関

す
る

要
望

・
期

待
な

ど
（

保
護

者
記

入
欄

）

・
早

く
新

し
い

先
生

や
友

達
に

慣
れ

て
，

み
ん

な
と

一
緒

に
楽

し
く

過
ご

せ
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

・
連

絡
帳

等
を

通
し

て
，

家
庭

で
の

様
子

を
学

校
に

で
き

る
だ

け
伝

え
た

い
と

思
っ

て
い

る
の

で
，

学
校

で
の

様
子

も
ぜ

ひ
教

え
て

ほ
し

い
。

家
庭

で
も

励
ま

し
た

り
，

同
じ

よ
う

な
取

組
を

し
た

り
し

て
一

緒
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

こ
の

シ
ー

ト
の

内
容

を
就

学
先

や
関

係
す

る
支

援
機

関
と

共
有

す
る

こ
と

に
同

意
し

ま
す

。

平
成

○
○

年
○
月

○
日

名
前

（
保

護
者

）
○

○
○
○
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①
小

学
校

の
個

別
の

指
導

計
画

作
成

例
※

学
校
で
記

入
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
，
各

学
校
で
独
自

に
作
成
し

て
い
る
個

別
の
指
導

計
画
が
あ
り

ま
し
た
ら

，
綴
じ
込

ん
で
く
だ

さ
い
。

支
援
の

期
間

○
○
年

○
○
月

○
○

日
～

○
○
年

○
○
月

○
○

日
記
入

者
○
○

○
○

学
校
名
（
連
絡
先
）

○
○
小
学
校

学
年
・
組

５
年
○
組

氏
名

○
○

○
○

担
任
名

○
○

○
○

本
人
・

・
本

人
は

，
学

習
内

容
が

少
し

で
も

分
か

る
よ

う
に

な
り

た
い

と
思

っ
て

い
る

。
保

護
者

担
任
の

・
成

功
体

験
を

少
し

ず
つ

重
ね

な
が

ら
，

学
習

に
意

欲
的

に
取

り
組

め
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ

保
護
者

も
基
礎
学
力

が
定
着
す

れ
ば
，
学
習
に
興

味
が
も
て
る

の
で
は
な

い
か
と
期

待
し
て
い

る
。

し
い
。

の
願
い

・
た
く
さ
ん

の
人
と
，

積
極
的
に

か
か
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し

い
。

願
い

・
自
分
の

気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
相

手
に
伝
え

ら
れ
る
よ

う
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

長
期

目
標

（
１
年
後
）

・
道
具
を
使
う
作
業
で
は
，
見
通
し
を
も
ち
な
が
ら
取
り
組
も
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
集
団
の
中
で
，
自
ら
進
ん
で
読
ん
だ
り
発
表
し
た
り
で
き
る
。

項
目

状
態

像
短
期
目
標
（
学
期
ご
と
）

支
援

・
指

導
の

内
容

・
具

体
的

な
手

立
て

評
本
人
の
変
容
・
評
価

価
①

健
康

面
に

関
す

る
配
慮

①
梅

雨
の

時
期

や
季

節
の

変
わ

り
【

１
学
期
】

①
朝

の
健

康
観

察
時

に
は

，
顔

色
な

○
①

服
薬

は
自

主
的

に
で

き
る

。
昼

休
み

②
視

覚
③

聴
覚

目
な

ど
，

気
候

の
変

化
に

よ
り

喘
①

体
調

が
悪

く
な

っ
た

ら
，

す
ぐ

に
ど

入
念

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

ま
た

，
時

間
，

軽
い

発
作

が
出

て
い

る
に

も
か

④
姿

勢
保

持
⑤

移
動

息
の

発
作
を
起

こ
す
こ
と
が

あ
る
。

担
任

か
周

り
の

人
に

伝
え

る
こ

と
が

保
護
者
と
の

連
絡
を
密
に

と
る
。

か
わ

ら
ず

，
み

ん
な

と
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル

⑥
手

指
の

動
き

⑦
そ
の
他

で
き
る
。

を
し
よ

う
と
す
る

こ
と
が
あ

っ
た
。

①
食

事
②

排
せ
つ

⑤
手

先
が

不
器

用
で

，
学

習
用

具
【

１
学
期
】

⑤
作
業
の
見

通
し
を
も
て

る
よ
う
に

，
○

⑤
上
手

に
で
き
た

と
こ
ろ
を
ほ

め
ら
れ
た

り
，

③
衣

服
の

着
脱

④
片
付
け

を
う

ま
く

使
い

こ
な

せ
な

い
こ

と
⑤

は
さ

み
を

使
い

，
線

に
沿

っ
て

切
見

本
を
提
示

す
る
。

そ
う

で
な

か
っ

た
部

分
も

味
わ

い
深

い
作

品

⑤
用

具
の

使
用

・
活
用

が
あ

る
。

る
こ
と
が

で
き
る
。

⑤
曲

線
な

ど
，

本
人

が
難

し
い

と
感

に
な

る
こ

と
に

気
付

い
た

り
す

る
こ

と
で

，

⑥
役

割
⑦

金
銭

⑧
作

業
の

手
順

が
分

か
ら

ず
，

掃
じ

る
部
分

は
補
助
す
る
。

意
欲
的

に
取
り
組

む
場
面
が
見

ら
れ
た
。

⑧
そ

の
他

除
時

間
中

に
ぼ

ん
や

り
し

て
い

る

こ
と

が
よ
く
あ

る
。

①
指

示
や

話
の

内
容
理
解

②
１

対
１

の
場

面
で

は
，

昨
日

の
【

１
学
期
】

②
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
思

い
つ

△
②

原
稿

を
読

み
な

が
ら

発
表

し
た

が
，

②
意

思
の

伝
達

出
来

事
な

ど
を

よ
く

話
す

が
，

集
②

帰
り

の
会

の
一

日
の

出
来

事
を

発
く

ま
ま

に
付

箋
に

書
か

せ
た

後
，

話
原

稿
を

読
む

練
習

が
十

分
で

な
い

と
き

③
集

団
行

動
・

遊
び

団
の

前
で

は
，

緊
張

の
た

め
言

葉
表

す
る

時
間

で
は

，
み

ん
な

の
前

で
を

順
序

よ
く

並
べ

た
り

，
言

葉
を

付
は

，
発

表
に

時
間

が
か

か
っ

た
。

原
稿

④
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

が
出

な
く
な
る

。
原

稿
を

読
み

な
が

ら
発

表
す

る
こ

と
け

足
し

た
り

し
て

発
表

原
稿

を
作

成
の

量
を

減
ら

す
と

小
さ

い
声

で
は

あ
る

⑤
人

と
の

か
か

わ
り

⑤
校

外
学

習
の

事
前

学
習

で
は

，
が
で
き
る

。
す

る
。

が
発
表

で
き
た
。

⑥
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

い
ろ

い
ろ

な
活

動
に

興
味

を
示

す

⑦
危

険
回

避
・

危
険

予
知

が
，

実
際

の
活

動
に

な
る

と
消

極

⑧
そ

の
他

的
に

な
っ
て
し

ま
う
。

①
聞

く
こ

と
③

図
鑑

や
歴

史
漫

画
を

よ
く

読
ん

【
１
学
期
】

③
文

章
を

単
語

や
文

節
ご

と
に

線
で

○
③

同
じ

文
章

の
音

読
を

何
回

も
練

習
す

②
話

す
こ

と
で
い

る
が
，
音
読

が
苦
手
で
あ

る
。

③
音

読
で

は
，

読
み

誤
り

を
減

ら
す

区
切
る
。

る
こ

と
で

暗
記

し
，

ゆ
っ

く
り

と
読

め

③
読

む
こ

と
⑥

か
け
算
や
わ

り
算
の
筆
算

な
ど
，

こ
と
が
で

き
る
。

③
読

も
う

と
す

る
行

だ
け

が
見

え
る

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

読
む

量

④
書

く
こ

と
計

算
問

題
は

意
欲

的
に

取
り

組
む

⑥
文
章
題
は
，
具
体
物
や
半
具
体
物

を
よ

う
な
補
助

シ
ー
ト
を
準

備
す
る
。

を
少
し

ず
つ
増
や

し
て
い
き

た
い
。

⑤
計

算
す

る
こ

と
が

，
文

章
題

に
な

る
と

手
を

つ
け

操
作
し
た
り
，
文
章
を
絵
や
図
に
表

し
⑥

内
容

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

な
○

⑥
簡

単
な

文
章

題
は

，
図

に
表

す
こ

と

⑥
推

論
す

る
こ

と
な
い

こ
と
が
よ

く
あ
る
。

た
り
す
る
こ
と
で
，
文
の
内
容
を
理

解
ヒ

ン
ト

カ
ー

ド
や

，
絵

や
図

が
書

け
で

少
し

ず
つ

解
け

る
よ

う
に

な
っ

て
き

⑦
描

く
こ

と
⑧

ボ
ー

ル
運

動
な

ど
を

好
む

が
，

し
な
が
ら
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

る
メ
モ
帳
な

ど
を
準
備
す

る
。

て
い
る

。

⑧
そ

の
他

表
現

運
動
は
動

作
を
覚
え
ら

れ
ず
，

苦
手

意
識
を
も

っ
て
い
る
。

今
後
に

向
け
て

保
護

者
記
入
欄

（
引
継

事
項
）

（
支

援
終

了
時

感
想

）

※
評
価

は
，
十
分

達
成
し
た

◎
達
成

し
た
○

努
力
が

必
要
△

社
会

性

・

行
動

面

身
辺

処

理
・

生

活
面

健
康

・

身
体

機

能
面

学
習

面
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②
小

学
校

の
個

別
の

教
育

支
援

計
画

作
成

例
※

支
援

機
関

が
多

い
場

合
は

，
複

数
ペ

ー
ジ

使
っ

て
作

成
し
て

く
だ

さ
い
。

児
童

氏
名

○
○

○
○

学
年

小
学
５
年

将
来
に
向
け
て
の
願
い
・
現

在
の
生

活
の
願
い

次
年

度
へ

の
引

継

保
護

者
氏

名
○
○

○
○

担
任
氏
名

○
○

○
○

本
人

・
学
習

内
容
が
少

し
で
も

分
か

る
よ

う
に
な

り
た
い
。

・
理

科
や

社
会
な
ど

，
興
味

の
あ

る
内

容
の
学

習
に
は
積

極
的

・
自
分

の
得
意
な

サ
ッ
カ

ー
を

続
け

た
い
。

に
取

り
組

み
，
成
果

も
現
れ

て
き

て
い

る
。
し

か
し
，
算

数
の

記
入

者
氏

名
○

○
○
○

文
章

題
や

応
用
問
題

に
な
る

と
，

集
中

力
は
持

続
し
な
い

。
苦

保
護
者

・
基
礎

学
力
を
少

し
で
も

多
く

身
に

付
け
て

ほ
し
い
。

手
な

教
科

に
お
い
て

は
，
学

習
内

容
の

焦
点
化

も
考
え
て

い
か

・
多

く
の

人
と

積
極

的
に

か
か

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い

の
で
は

な
い

だ
ろ

う
か
。

い
。

・
母

親
が

，
「
子
ど

も
の
よ

さ
を

発
見
し

，
ほ
め

る
。
」
こ

と
を

心
掛

け
る

こ
と
で
，

家
庭
で

は
落

ち
着

い
て
生

活
で
き
る

よ
う

支
援

目
標

に
な

っ
て

き
て
い
る

よ
う
で

あ
る

。

長
期
目
標

・
基
礎

学
力
の
定

着
を
図

る
。

(
３

年
後

)
・

自
分
の
気
持
ち
を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

短
期
目
標

・
集

団
の

中
で

，
進

ん
で

読
ん

だ
り

発
表

し
た

り
す

る
こ

と
(
１

年
後

)
が

で
き

る
。

支
援

機
関
名
：
○
○

特
別
支

援
学
校

（
T
E
L
：

○
○
○
）

支
援

家
庭

支
援

機
関
名
：
○
○
○
学
習
塾
（
T
E
L
○

○
○
）

機
関

支
援
者
：
○
○

巡
回
相

談
員

機
関

支
援
者
：
父

，
母
，
弟
（
小
４
）
，

妹
（
小

２
）

機
関

支
援
者
：
○
○

○
○
先
生

支
援

・
授

業
中

や
休

み
時

間
の

様
子

を
参

観
し

，
具

体
的

支
援

支
援

・
家
庭
学

習
で
は

，
時
間
や

内
容
，
量

な
ど

を
本
人

に
決

め
さ
せ
，

支
援

・
目
標

は
無

理
な
く

達
成
で

き
る

よ
う
な

も
の
に

し
，

内
容

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ
ス

や
資
料
提

供
を

行
う

。
内
容

め
あ
て
を

も
っ
て
取

り
組

め
る

よ
う
に

す
る
。

内
容

達
成
で

き
た

ら
賞
賛

す
る
よ

う
に

し
て
い

る
。

・
今

日
の

出
来

事
な

ど
を

順
序

立
て

て
話

せ
る

よ
う

な
時

間
を

確
・

や
る

気
を

維
持
で

き
る
よ

う
な

課
題
を

設
定
す

る
。

評
価

・
「

が
ん

ば
り

カ
ー

ド
」

の
見

本
を

作
成

し
，

担
任

に
提

保
す
る
。

供
し

た
。

頑
張

っ
た

成
果

が
，
「

が
ん

ば
り

カ
ー

ド
」

に
シ

・
特

に
，

苦
手

な
教

科
の

学
習

時
に

手
遊

び
が

多
く

ー
ル

を
貼

る
こ

と
に

よ
り

視
覚

的
に

分
か

る
の

で
，

意
欲

評
価

・
家
庭
学

習
は
取
り

組
み

に
む

ら
が
あ

る
。
で

き
た
と

き
は

ほ
め
，

評
価

な
る

。
得

意
な

分
野

の
問

題
を

解
く

こ
と

で
，

少
し

を
も

ち
取

り
組

む
よ
う

に
な
っ
て

き
て

い
る

。
で

き
な

か
っ

た
と

き
は

，
次

に
が

ん
ば

れ
る

よ
う

な
励

ま
し

を
し

ず
つ

で
は

あ
る

が
意

欲
を

も
っ

て
取

り
組

む
時

間
が

た
。

長
く
な

っ
て

き
て
い

る
。

支
援

機
関
名
：
県
総

合
教
育

セ
ン
タ
ー

所
属

○
○
市
立
○

○
小
学
校
５
年
○
組

支
援

機
関
名
：
○
○
○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

機
関

支
援
者
：
○
○

研
究
主

事
機
関

担
当
者
：
担

任
○
○

○
○

機
関

支
援
者
：
○
○
○
監
督
，
○
○
○
コ
ー
チ

支
援

保
護

者
と

の
教

育
相

談
や

学
校

か
ら

得
た

情
報

，
子

ど
も

支
援

【
担

任
支
援

】
支

援
・

指
導

者
全

員
が

子
ど

も
の

特
性

に
つ

い
て

共
通

理
内
容

の
様

子
観

察
等

を
も

と
に

，
家

庭
や

学
校

で
の

対
応

の
仕

方
内
容

・
授

業
中

に
話

す
と

き
は

，
時

々
近

く
に

寄
っ

て
話

す
。

個
別

学
内

容
解

を
図

り
，

積
極

的
に

チ
ー

ム
に

か
か

わ
れ

る
よ

う
に
つ
い

て
指

導
・

助
言
を

行
う
。

習
の
時
間

に
授
業
内

容
が

理
解

で
き
て

い
る
か
を

確
認

す
る

。
に
配
慮

す
る

。
・

宿
題
は

保
護
者
や

本
人

と
相

談
し
，

量
や
内
容

を
調

整
す

る
。

評
価

・
母

子
共

に
来

所
。

母
親

と
の

教
育

相
談

で
は

，
子

ど
も

【
専

科
支
援

】
音
楽
担

当
者

：
○

○
，
理

科
担
当
者

：
○

○
評

価
・

練
習

中
に

，
指

示
が

通
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
。

指
示

の
の

よ
さ

を
見

つ
け

て
，

ほ
め

る
機

会
を

増
や

す
な

ど
の

ア
・

音
楽
：

リ
コ
ー
ダ

ー
の

吹
き

方
を
中

心
に
個
別

指
導

を
行

う
。

内
容

が
理

解
で

き
て

い
な

い
と

思
っ

た
ら

，
個

別
に

分
か

ド
バ

イ
ス

を
し

た
。

母
親

は
，
「

今
日

か
ら

の
実

践
」

と
し

・
理

科
：

実
験

で
は

グ
ル

ー
プ

活
動

が
し

っ
か

り
で

き
る

か
を

見
り

や
す

く
説

明
す

る
よ

う
に

し
た

。
て
，

前
向

き
に

考
え
て

い
る
よ
う

だ
っ

た
。

届
け
る
。

【
特

別
支
援

教
育
支
援

員
に

よ
る

支
援
】

支
援
員
：

○
○

・
家

庭
科

の
ミ

シ
ン

，
図

工
の

電
気

糸
の

こ
ぎ

り
な

ど
，

学
習

時
支
援

機
関
名
：

の
安
全
に
配

慮
す
る

。
支

援
機

関
名

：
○

○
病

院
（

T
E
L
：
○

○
○
）

機
関

支
援
者
：

機
関

支
援
者
：
○
○
医
師

評
価

・
話

し
合

い
活

動
で

は
，

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

と
れ

る
子

ど
も

を
評
価

意
図

的
に

グ
ル

ー
プ

の
中

に
置

く
こ

と
で

，
楽

し
そ

う
に

話
し

合
評

価
・

喘
息

発
作

時
の
薬

の
処
方

や
発

作
時
の

対
応
な

ど
，

い
に
参
加

す
る
姿
が

見
ら

れ
た

。
ア
ド
バ

イ
ス

通
り
に

実
施
で

き
て

い
る
。
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③
移

行
支

援
シ

ー
ト

作
成

例
：

小
学

校
（

通
常

の
学

級
）

か
ら

中
学

校
（

通
常

の
学

級
）

へ
就

学
す

る
例

１
現

在
行

っ
て

い
る

主
な

支
援

の
内

容
<小

学
校

・
特

別
支

援
学

校
（

小
学

部
）

→
中

学校
・

特
別

支援
学

校（
中学

部）
>

(
1
)

資
料

の
観

点
例

を
参

考
に

各
項

目
に

つ
い

て
，

支
援

度
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

◎
：
配

慮
・

支
援

の
必

要
は

な
い

。

○
：
何

ら
か

の
配

慮
・

支
援

が
あ

れ
ば

で
き

る
。

△
：
多

く
の

配
慮

・
支

援
を

要
す

る
。

(
2
)

○
又

は
△

の
項

目
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
配

慮
や

支
援

を
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ

さ
い
。

項
目

支
援

度
主
に

小
学

校
で

行
っ

て
き

た
配

慮
・

支
援

①
健

康
面

に
関

す
る

配
慮

○
①

梅
雨

の
時

期
や

夏
か

ら
秋

の
季

節
の

変
わ

り
目

に
喘

息

②
視

覚
◎

の
発

作
を

起
こ

す
こ

と
が

あ
る

。
発

作
が

起
こ

っ
た

と
き

③
聴

覚
◎

は
常

備
し

て
い

る
携

帯
用

の
吸

入
器

を
使

用
し

，
家

庭
に

④
姿

勢
保

持
◎

す
ぐ

連
絡

す
る

よ
う

に
し

て
い

た
。

⑤
移

動
◎

⑥
手

指
の

動
き

○

⑦
そ

の
他

（
）

①
食

事
◎

⑤
手

先
が

不
器

用
で

，
学

習
用

具
を

う
ま

く
使

い
こ

な
せ

②
排

せ
つ

◎
な

い
こ

と
が

あ
る

。
定

規
は

し
っ

か
り

押
さ

え
ら

れ
る

よ

③
衣

服
の

着
脱

◎
う

に
幅

の
広

い
物

を
準

備
し

た
り

，
コ

ン
パ

ス
を

使
う

と

④
片

付
け

○
き
に

は
ノ

ー
ト

の
下

に
厚

紙
を

敷
い

た
り

す
る

な
ど

し
た
。

⑤
用

具
の

活
用

○
⑥

掃
除

時
間

中
に

ぼ
ん

や
り

し
て

い
る

こ
と

が
あ

る
。

掃

⑥
役

割
（

手
伝

い
，

係
活

動
な

ど
）

○
除

場
所

と
作

業
の

手
順

を
示

し
た

表
を

掃
除

棚
の

近
く

に

⑦
金

銭
○

は
り

，
事

前
に

確
認

す
る

よ
う

に
言

葉
掛

け
を

す
る

と
見

⑧
そ

の
他

（
）

通
し

を
も

っ
て

活
動

で
き

る
。

①
指

示
や

話
の

内
容

理
解

○
②

み
ん

な
の

前
で

話
を

す
る

と
き

は
，

前
日

に
内

容
を

考

②
意

思
の

伝
達

○
え

事
前

に
練

習
す

る
こ

と
で

，
み

ん
な

の
前

で
堂

々
と

発

③
集

団
行

動
・

遊
び

◎
表
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

④
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

◎
⑤

校
外

学
習

や
施

設
訪

問
で

は
，

あ
い

さ
つ

の
仕

方
や

正

⑤
人

と
の

か
か

わ
り

○
し

い
言

葉
の

使
い

方
に

つ
い

て
事

前
に

練
習

し
て

お
く

と

⑥
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

◎
落
ち

着
い

て
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

⑦
危

険
回

避
・

危
険

予
知

◎

⑧
そ

の
他

（
）

①
聞

く
こ

と
○

③
教

科
書

を
読

む
と

き
は

，
補

助
シ

ー
ト

を
使

い
，

読
も

②
話

す
こ

と
○

う
と

す
る

行
だ

け
を

見
え

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
読

み
や

③
読

む
こ

と
○

す
く

な
る

。

学
④

書
く
こ

と
○

※
補

助
シ

ー
ト

…
厚

紙
に

一
行

だ
け

が
見

え
る

よ
う

に
切

⑤
計

算
す

る
こ

と
◎

り
込

み
を

入
れ

た
物

⑥
推

論
す

る
こ

と
○

⑥
計

算
は

で
き

る
が

，
文

章
題

を
苦

手
に

し
て

い
る

。
問

習
⑦

描
く
こ

と
○

題
を

声
に

出
し

て
読

ん
だ

後
，

図
や

絵
を

使
い

文
章

の
意

⑧
そ

の
他

（
表

現
運

動
）

○
味
を

確
認

す
る

よ
う

に
し

た
。

⑧
運

動
会

の
表

現
の

練
習

は
，

全
体

練
習

の
前

に
事

前
に

教
師

と
２

人
で

練
習

し
た

り
，

練
習

の
様

子
を

ビ
デ

オ
に

撮
り

，
家

庭
で

も
練

習
し

て
も

ら
っ

た
り

す
る

こ
と

で
意

欲
を

も
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

健 康 ・ 身 体 機 能 身 辺 処 理 ・ 生 活 社 会 性 ・ 行 動

項
目

主
に
小

学
校

で
行

っ
て
き
た
配

慮
・支

援

興
得

意
な
こ
と

・
サ
ッ

カ
ー

や
野

球
・

体
育

で
は

，
苦

手
な

子
ど

も
に

ア
ド

バ
イ

ス

味
好

き
な
活

動
な

ど
の

球
技

を
す
る

役
を

任
せ

る
な

ど
，

活
躍

の
場

を
設

け

・
る

よ
う

に
し

た
。

関 心
苦

手
な
こ
と

・
図
画

工
作

（
特

に
・

構
想

を
立

て
る

段
階

で
，

ど
ん

な
作

品
に

し

等
嫌

い
な
活

動
絵

を
か

く
こ

と
）

た
い
か

を
一

緒
に

考
え

た
り

，
作

品
作

り
の

手

順
を
で

き
る

だ
け

細
か

く
示

し
た

り
し

た
。

２
就

学
先

の
学

校
に

伝
え

た
い

支
援

内
容

(1
)

就
学

後
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

内
容

や
配

慮
事

項

※
こ

れ
ま

で
大

事
に

し
て

き
た

指
導

内
容

・
方

法
の

工
夫

（
環

境
や

働
き

掛
け

の
工

夫
，

支
援

の
こ

つ
，

情
緒

的
に

不
安

定
に

な
っ

た
と

き
の

対
応

な
ど

），
こ

れ
ま

で
の

指
導

で
伸

び
て

き
た

こ
と

，
こ

れ
か

ら
も

伸
ば

し
て

ほ
し

い
こ

と
，

そ

の
た

め
の

手
だ

て
や

配
慮

事
項

な
ど

・
話

す
こ

と
に

苦
手

意
識

が
あ

り
，

自
分

か
ら

友
達

に
話

し
掛

け
る

こ
と

は
少

な
い

が
，

体
を

動
か

す
こ

と
が

大
好

き
な

の
で

，
昼
休

み
時

間
は

，
友

達
と

一
緒

に
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
を

し
た

り
，

ハ
ン

ド
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
を

し
た

り
し

て
遊

ん
で

い
る

。
こ

れ
か

ら
も

，
得

意
な

こ
と

を
生

か
し

て
友

達
の

輪
を

広
げ

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

・
授

業
中

，
ぼ

ん
や

り
し

て
い

る
こ

と
が

よ
く

あ
る

。
座

席
を

前
に

し
て

，
集

中
で

き
る

環
境

を
つ

く
る

よ
う

に
し

た
。

ま
た

，
指

示
が

理
解

で
き

て
い

な
い

場
合

も
あ

る
の

で
，

全
体

に
指

示
を

出
し

た
後

，
個

別
に

分
か

り
や

す
い

言
葉

で
話

す
よ

う
に

心
掛

け
て

い
た

。

(2
)

就
学

後
の

学
校

生
活

に
関

す
る

要
望

・
期

待
な

ど
（

本
人

・
保

護
者

記
入

欄
）

・
ス

ポ
ー

ツ
が

好
き

で
，

サ
ッ

カ
ー

部
に

入
り

た
い

と
い

う
話

を
よ

く
す

る
。

部
活

動
を

通
し

て
た

く
さ

ん
の

人
と

か
か

わ
っ

て
ほ

し
い

。

・
学

習
に

対
す

る
意

欲
が

低
く

，
家

で
も

宿
題

に
取

り
組

む
ま

で
に

時
間

が
か

か
る
。
「

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
」

と
い

う
喜

び
を

味
わ

え
る

よ
う

に
頑

張
っ

て
ほ

し
い

。

・
基

礎
学

力
が

身
に

付
い

て
い

な
い

よ
う

な
の

で
，

下
学

年
（

○
年

生
）

の
内

容
を

復
習

す
る

時
間

が
あ

る
と

，
意

欲
の

向
上

に
も

つ
な

が
る

と
思

う
。

こ
の

シ
ー

ト
の

内
容

を
就

学
先

や
関

係
す

る
支

援
機

関
と

共
有

す
る

こ
と

に
同

意
し

ま
す

。

平
成

○
○

年
○
月

○
日

名
前
（

本
人

・
保

護
者

）
○
○

○
○
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①
中

学
校

の
個

別
の

指
導

計
画

作
成

例
※

学
校
で
記

入
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
，
各

学
校
で
独
自

に
作
成
し

て
い
る
個

別
の
指
導

計
画
が
あ
り

ま
し
た
ら

，
綴
じ
込

ん
で
く
だ

さ
い
。

支
援
の

期
間

○
○
年

○
○
月

○
○

日
～

○
○
年

○
○
月

○
○
日

記
入
者

○
○

○
○

学
校
名
（
連
絡
先
）

○
○
中
学
校

学
年
・
組

３
年
○
組

氏
名

○
○

○
○

担
任
名

○
○

○
○

本
人
・

た
く

さ
ん

の
経

験
を

通
し

て
一

つ
一

つ
の

こ
と

を
学

ん
で

ほ
し

い
。

そ
し

て
そ

の
こ

と
を

担
任
の

学
級
の
仲

間
達

と
切

磋
琢

磨
し

な
が
ら
，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
ス

キ
ル

を
高

め
，

保
護
者

通
し

て
，

自
信

を
得

て
周

り
の

人
々

と
よ

い
か

か
わ

り
が

も
て

る
よ

う
に

な
っ

て
く

れ
れ

ば
社

会
性

を
身

に
付

け
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
自

分
の

希
望

す
る

進
路

を
実

現
さ

せ
て

ほ
の
願
い

よ
い
と
思
っ
て

い
る
。

願
い

し
い
。

長
期

目
標

（
１

年
後
）
・

自
分

の
思

い
や

考
え

を
他

の
人
に
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
学
級
の
仲
間
と

協
力
し

て
，

い
ろ

い
ろ

な
活
動

に
参

加
す

る
こ

と
が
で

き
る

。
・

進
路

に
つ

い
て

考
え

，
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
。

項
目

状
態

像
短
期
目
標
（
学
期
ご
と
）

支
援

・
指

導
の

内
容

・
具

体
的

な
手

立
て

評
本
人
の
変
容
・
評
価

価
①

食
事

②
排
せ
つ

④
机

の
中

や
棚

が
乱

雑
に

な
り

や
【

１
学
期
】

④
プ

リ
ン

ト
類

は
分

類
し

，
フ

ァ
イ

○
④

教
師

の
言

葉
掛

け
が

あ
れ

ば
片
付

け

③
衣

服
の

着
脱

④
片
付
け

す
い

。
④

机
の

中
と

カ
バ

ン
棚

を
定

期
的

に
ル

に
綴

じ
さ

せ
る

。
棚

は
ブ

ッ
ク

エ
ら

れ
る

。
プ

リ
ン

ト
の

分
類

は
教
師

と

⑤
用

具
の

使
用

・
活
用

⑤
協

応
動
作
が

難
し
い
。

点
検
し
，
整
っ
た

状
態
を
維
持

す
る
。

ン
ド

等
で

仕
切

り
を

作
り

，
置

く
場

一
緒
に

行
っ
た
。

⑥
役

割
⑦

金
銭

⑤
特

に
音

楽
科

に
お

け
る

ギ
タ

ー
の

所
を
決
め

る
。

○
⑤

ギ
タ

ー
の

学
習

は
，

ク
リ

ア
段

階
が

⑧
そ

の
他

学
習
に
意

欲
的
に
取
り

組
む
。

⑤
ギ

タ
ー

の
学

習
で

は
，

課
題

を
ス

は
っ

き
り

分
か

る
と

練
習

に
取

り
組

め

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
に

し
，

ク
リ

ア
段

た
。

階
を
明
示

す
る
。

①
指

示
や

話
の

内
容
理
解

①
会

話
の

中
で

抽
象

的
な

言
葉

や
【

１
学
期
】

①
職

員
や

支
援

員
，

生
徒

が
言

動
の

△
①

他
者

と
の

会
話

の
中

で
少

し
ず

つ
相

②
意

思
の

伝
達

あ
い

ま
い

な
表

現
は

伝
わ

り
に

く
①

友
人

間
の

会
話

で
相

手
の

表
情

や
意

図
に

つ
い

て
補

足
説

明
を

行
う

。
手

の
様

子
を

見
た

り
言

い
方

を
考

え
た

③
集

団
行

動
・

遊
び

い
。

気
持
ち
を

考
え
る
こ
と

が
で
き
る

。
生

徒
に

も
「

～
し

て
も

ら
う

と
う

れ
り
す
る

場
面
が
増

え
た
。

④
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

⑥
感

情
が

高
揚

し
た

り
，

予
定

外
⑥

予
定

が
変

更
に

な
っ

て
も

流
れ

に
し

い
」

な
ど

分
か

り
や

す
い

表
現

で
○

⑥
メ

モ
を

確
認

す
る

こ
と

で
見

通
し

を

⑤
人

と
の

か
か

わ
り

の
こ

と
が

起
こ

る
と

パ
ニ

ッ
ク

に
の
っ
て
行

動
で
き
る
。

接
し
て
も
ら

う
。

も
ち
，

落
ち
着
い

て
行
動
で

き
た
。

⑥
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

な
る

こ
と
が
あ

る
。

⑥
予

定
が

変
更

に
な

る
と

き
に

は
事

⑦
危

険
回

避
・

危
険

予
知

前
に
メ
モ

に
し
て
渡
す
。

⑧
そ

の
他

①
聞

く
こ

と
①

集
中

し
て

聞
く

こ
と

が
苦

手
で

【
１
学
期
】

①
指

示
す

る
際

は
「

こ
れ

か
ら

～
に

△
①

注
意

を
向

け
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
聞

②
話

す
こ

と
聞
き

漏
ら
し
が

あ
る
。

①
話

す
相

手
を

見
て

内
容

を
集

中
し

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。
～

つ
話

し
ま

く
こ
と

も
で
き
る

。

③
読

む
こ

と
②

内
容

を
順

序
立

て
て

話
す

こ
と

て
聞
く
。

す
。
」

な
ど

本
人

の
注

意
を

ひ
い

て
か

△
②

５
Ｗ

１
Ｈ

カ
ー

ド
の

活
用

が
進

み
，

④
書

く
こ

と
が
苦

手
で
あ
る

。
②

特
に

国
語

科
の

ス
ピ

ー
チ

や
作

文
ら

行
う
。

話
の
内

容
が
混
乱

し
な
く
な

っ
て
き
た

。

⑤
計

算
す

る
こ

と
⑧

進
路

に
つ

い
て

漠
然

と
し

て
い

の
学

習
に

お
い

て
は

５
Ｗ

１
Ｈ

カ
ー

②
５

Ｗ
１

Ｈ
カ

ー
ド

を
活

用
し

て
会

○
⑧

積
極

的
に

高
校

に
つ

い
て

調
べ

た
り

⑥
推

論
す

る
こ

と
て

，
ま

だ
希

望
が

定
ま

っ
て

い
な

ド
な
ど
を

活
用
す
る
。

話
の

や
り

と
り

を
し

た
り

日
記

を
書

複
数

校
の

体
験

入
学

を
希

望
し

，
参

加

⑦
描

く
こ

と
い
。

⑧
い

ろ
い

ろ
な

進
路

先
に

つ
い

て
知

か
せ
た
り

す
る
。

し
た
り

し
て
い
る

。

⑧
そ

の
他

る
。

⑧
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

活
用

す
る

。
高

校
の

一
日

体
験

入
学
等
へ
の

参
加
を
促
す

。

今
後
に

向
け
て

保
護

者
記
入
欄

（
引
継

事
項
）

（
支

援
終

了
時

感
想

）

※
評
価

は
，
十
分

達
成
し
た

◎
達
成

し
た
○

努
力
が

必
要
△

社
会

性

・

行
動

面

身
辺

処

理
・

生

活
面

学
習

面
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②
中

学
校

の
個

別
の

教
育

支
援

計
画

作
成

例
※

支
援

機
関

が
多

い
場

合
は

，
複

数
ペ

ー
ジ

使
っ

て
作

成
し
て

く
だ

さ
い
。

生
徒

氏
名

○
○

○
○

学
年

中
学

３
年

将
来
に
向
け
て
の
願
い
・

現
在
の
生
活
の
願

い
次

年
度

へ
の

引
継

保
護

者
氏

名
○
○

○
○

担
任

氏
名

○
○
○

○
本

人
友

達
と

一
緒

に
た

く
さ

ん
の

こ
と

を
体

験
し

，
で

本
人

の
疑

問
や

質
問

に
対

し
て

丁
寧

に
答

え
る

こ
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

と
で

落
ち

着
い

た
学

校
生

活
を

送
っ

て
い

る
。

生
徒

記
入

者
氏

名
○
○

○
○

間
で

は
言

い
過

ぎ
た

り
ス

ト
レ

ー
ト

過
ぎ

た
り

す
る

保
護
者

学
校

生
活

で
多

く
の

体
験

を
通

し
て

一
つ

一
つ

の
表

現
も

あ
る

が
，
周

り
の

生
徒

た
ち

の
理

解
も

あ
り
，

こ
と
を
学
ば
せ
，
自
信
を
つ
け
さ
せ
た
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
つ

つ
あ

る
。

家
庭

で
は

会
話

も
増

え
て

，
話

す
内

容
も

豊
富

に
支

援
目

標
な

っ
て

き
た

。
今

後
も

本
人

と
の

丁
寧

な
か

か
わ

り
を

継
続

し
て

長
期
目
標

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

，
社

会
性

を
い

き
た

い
。

(
３
年
後
)

身
に
付
け
る
。

短
期
目
標

自
分

の
思

い
や

考
え

を
相

手
に

言
葉

で
伝

え
る

こ
(
１
年
後
)

と
が

で
き

る
。

進
路

に
つ

い
て

考
え

，
実

現
に

向
け

て
努
力
す
る
。

支
援

機
関
名
：
県
児
童
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

支
援

家
庭

支
援

機
関

名
：

○
○
特

別
支

援
学

校
機
関

支
援
者
：
○
○
先
生

機
関

支
援
者
：
父
，
母
，
弟
（
中
１
）

機
関

支
援

者
：

○
○
巡

回
相

談
員

支
援

本
人

の
状

況
の

把
握

と
周

り
の

人
の

か
か

わ
支
援

話
し

た
い
欲
求
を
と
ら
え
な
が

ら
，
よ
く
話

を
聞

い
て

支
援

授
業

や
休

み
時

間
の

様
子

を
参

観
し

，
本

内
容

り
方
に
つ
い
て
の
助
言
を
行
う
。

内
容

あ
げ
る
。
意
図
を
く
み
取
り
な
が
ら
，
言
葉

を
言

い
換
え

内
容

人
の

言
動

や
周

り
の

友
達

の
か

か
わ

り
方

に
た

り
教

え
た

り
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
多

く
と

つ
い
て
の

助
言
を

行
う
。

る
。
進
路
実
現
に
向
け
て
努
力
で
き
る
よ
う

に
励

ま
す
。

評
価

定
期

的
（

半
年

に
１

回
）

に
親

子
の

教
育

相
談

評
価

適
切

な
言

動
に

つ
い

て
そ

の
場

そ
の

場
で
理

解
を

行
っ

た
。

本
人

の
状

況
に

応
じ

た
対

応
の

仕
方

評
価

話
す
時
間
の
確
保
に
努
力
し
た
。
家
庭
学
習
の

援
助
と

を
促

し
た

。
周

り
の

生
徒

の
言

動
の

意
図

に
つ

い
に

つ
い

て
の

ア
ド

バ
イ
ス

を
，
両

親
や

関
係

者
（

教
見
届
け
を
行
っ
た
。
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は

認
め
，

て
は

，
教

員
や

支
援

員
が

補
足

説
明

を
し

て
本

人
員

等
）

が
生

か
す

こ
と

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
葉
で
ほ
め
て
自
信
を
も
た
せ
る
こ
と
で
進

路
に

対
す
る

に
理

解
さ

せ
る

，
等

の
助

言
を

行
っ

た
こ

と
で

か
ス

キ
ル

が
向

上
し

つ
つ
あ

る
。

ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ
た
。

か
わ

り
方
が

少
し
ず

つ
改
善

さ
れ

て
き

た
。

所
属

○
○
中
学
校
３
年
○
組

支
援

機
関

名
：

○
○
中

学
校

○
○

部
機
関

担
当
者
：
学
級
担
任

○
○

○
○

支
援

機
関

名
：

○
○
学

習
塾

（
Ｔ

Ｅ
Ｌ

○
○

）
機
関

支
援

者
：

部
顧
問

○
○

○
○

機
関

支
援

者
：

○
○
先

生
抽

象
的

な
言

葉
の

理
解

は
難

し
い

の
で

指
示

は
具

体
的

に
行

支
援

体
力

作
り

や
基

礎
練

習
，

チ
ー

ム
プ

レ
ー

等
を

支
援

う
。

課
題

等
は

自
信

を
失

わ
せ

な
い

よ
う

に
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

支
援

各
教

科
に

お
い

て
の

基
礎

的
・

基
本

的
な

内
容

通
し

て
心

身
を

鍛
え

，
仲

間
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
内
容

プ
で

達
成

感
や
自

信
を
つ

け
さ
せ

る
。

内
容

内
容

の
定

着
を

図
る

た
め

に
基

礎
問

題
を

繰
シ

ョ
ン

が
と

れ
る

よ
う
に

す
る

。
【

学
級

担
任

】
５

Ｗ
１

Ｈ
カ

ー
ド

等
を

活
用

し
，

順
序

立
て

て
り

返
し
学

習
さ
せ

る
。

例
：

練
習

メ
ニ

ュ
ー

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
に

，
話

し
た

り
書

い
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
日

記
「

部
活

ノ
ー

ト
」
を

活
用

す
る

。
等
を

通
し

て
状
況

の
把
握

に
努
め

，
家

庭
と
の

連
携
を

図
る

。
【

教
科

担
任

】
本

人
の

疑
問

や
質

問
に

は
丁

寧
に

答
え

る
。

授
業

中
の

指
示

は
注

意
を

引
き

つ
け

て
か

ら
行

う
。

机
間

指
導

で
は
指

示
や

内
容
が

理
解
さ

れ
て
い

る
か

，
確
認

を
行
う

。
【

支
援

員
】

周
り

の
生

徒
の

言
動

の
意

図
に

つ
い

て
補

足
説

明
を
行

っ
た

り
，
他

の
生
徒

へ
接
し

方
の

助
言
を

行
う
。

評
価

「
部

活
ノ

ー
ト

」
を

活
用

し
，

適
切

な
課

題
の

設
定

評
価

つ
ま

ず
き

の
箇

所
に

つ
い

て
は

本
人

が
理

や
そ

れ
を

ク
リ

ア
す

る
た

め
の

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
行

っ
評
価

学
級

担
任

と
教

科
担

任
，

支
援

員
と

情
報

交
換

を
し

な
が

ら
解

で
き

る
よ

う
に

，
図

や
分

か
り

や
す

い
言

た
こ

と
で

活
動

内
容

が
明

確
に

な
り

継
続

し
て

部
活

動
本
人

の
特

性
を
理

解
し
て

，
一
致

し
た

対
応
を

行
っ
た

。
葉

等
を

用
い

な
が

ら
丁

寧
に

説
明

を
行

っ
た

に
取

り
組

め
た

。
チ

ー
ム

と
し

て
の

あ
り

方
に

つ
い

て
定

期
的

な
校

内
委

員
会

で
状

況
を

把
握

し
，

各
学

期
の

始
ま

こ
と

で
理

解
が

進
み

，
解

け
る

問
題

が
増

え
は

日
々

，
部

員
全

員
の

課
題

と
し

て
意

識
さ

せ
る

こ
と

り
に

は
全

職
員

の
共

通
理

解
を

図
っ

た
。

そ
の

こ
と

に
よ

り
本

た
。

で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

も
深

ま
っ
て

い
っ
た

。
人
が

安
定

し
た
学

校
生
活

を
送
る

こ
と

が
で
き

た
。
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-
1

-

③
移

行
支

援
シ

ー
ト

作
成

例
：

中
学

校
（

通
常

の
学

級
）

か
ら

高
等

学
校

へ
進

学
す

る
例

１
現

在
行

っ
て

い
る

主
な

支
援

の
内

容
<中

学
校

・
特

別
支

援
学

校
（

中
学

部
）

→
高

等学
校

・
特

別支
援

学校
（高

等部
）

>
(
1
)

資
料

の
観

点
例

を
参

考
に

各
項

目
に

つ
い

て
，

支
援

度
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

◎
：
配

慮
・

支
援

の
必

要
は

な
い

。

○
：
何

ら
か

の
配

慮
・

支
援

が
あ

れ
ば

で
き

る
。

△
：
多

く
の

配
慮

・
支

援
を

要
す

る
。

(
2
)

○
又

は
△

の
項

目
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
配

慮
や

支
援

を
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ

さ
い
。

項
目

支
援

度
主
に

中
学

校
で

行
っ

て
き

た
配

慮
・

支
援

①
健

康
面

に
関

す
る

配
慮

◎
②

視
力

は
左

右
共

に
０

．
１

で
眼

鏡
を

使
用

し
て

い
る

。

②
視

覚
○

席
は

最
前

列
か

教
室

中
央

列
の

前
か

ら
２

番
目

に
固

定
し

③
聴

覚
◎

た
。

プ
リ

ン
ト

類
は

，
必

要
に

応
じ

て
拡

大
コ

ピ
ー

し
て

④
姿

勢
保

持
◎

提
示

し
た

。

⑤
移

動
◎

⑥
手

指
の

動
き

◎

⑦
そ

の
他

（
）

①
食

事
◎

④
机

の
中

や
カ

バ
ン

棚
が

乱
雑

に
な

り
や

す
い

の
で

，
教

②
排

せ
つ

◎
科

ご
と

の
フ

ァ
イ

ル
や

ブ
ッ

ク
エ

ン
ド

を
使

っ
て

区
分

け

③
衣

服
の

着
脱

◎
を
し

た
。

④
片

付
け

○
⑤

協
応

動
作

が
難

し
い

の
で

（
特

に
リ

コ
ー

ダ
ー

等
）

家

⑤
用

具
の

活
用

○
庭

と
連

携
し

て
練

習
を

行
っ

た
り

，
課

題
を

区
切

っ
て

取

⑥
役

割
（

手
伝

い
，

係
活

動
な

ど
）

◎
り

組
ん

だ
り

す
る

な
ど

，
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
で

指
導

し

⑦
金

銭
◎

た
。

⑧
そ

の
他

（
）

①
指

示
や

話
の

内
容

理
解

○
①

抽
象

的
な

言
葉

は
伝

わ
り

に
く

い
の

で
，

指
示

は
具

体

②
意

思
の

伝
達

○
的

に
行

う
。
（
「

今
日

の
授

業
で

新
し

く
習

っ
た

５
つ

の
英

③
集

団
行

動
・

遊
び

◎
単
語

を
５

回
ず

つ
書

い
て

お
い

で
」

等
）

④
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

◎
⑥

感
情
が
高
揚
し
た
り
，
予
定
外
の
こ
と
が
起
こ
り
パ
ニ
ッ

⑤
人

と
の

か
か

わ
り

○
ク

に
な

っ
た

り
し

た
と

き
は

，
別

室
に

て
呼

吸
を

整
え

て

⑥
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

○
落
ち

着
か

せ
，

ゆ
っ

く
り

話
を

聞
く

。

⑦
危

険
回

避
・

危
険

予
知

◎
ま

た
，

ト
ラ

ブ
ル

時
や

困
っ

た
と

き
の

対
応

に
つ

い
て

⑧
そ

の
他

（
）

「
お

助
け

ノ
ー

ト
」

に
記

し
て

お
く

。

①
聞

く
こ

と
○

①
集

中
し

て
聞

く
こ

と
が

苦
手

で
あ

り
，

一
斉

の
指

示
を

②
話

す
こ

と
○

聞
き

漏
ら

し
や

す
い

の
で

，
注

意
を

そ
ら

さ
な

い
よ

う
に

学
③

読
む
こ

と
◎

言
葉

掛
け

を
多

く
す

る
。

④
書

く
こ

と
○

習
⑤

計
算
す

る
こ

と
◎

②
内

容
を

順
序

立
て

て
話

す
こ

と
が

苦
手

な
の

で
，

５
Ｗ

⑥
推

論
す

る
こ

と
○

１
Ｈ

カ
ー

ド
を

使
い

な
が

ら
話

す
事

柄
や

順
序

を
示

す
。

⑦
描

く
こ

と
◎

⑧
そ

の
他

（
）

健 康 ・ 身 体 機 能 身 辺 処 理 ・ 生 活 社 会 性 ・ 行 動

-
2

-

項
目

主
に
中

学
校
で
行

っ
て
き
た
配

慮
・支

援

得
意

な
こ
と

・
読
書

・
司
書

と
連

携
し

な
が

ら
，

好
き

な
本

に
つ

い

興
好

き
な
活

動
て

話
題

に
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
深

め

味
た

り
，

機
会

を
と

ら
え

て
本

人
の

表
現

を
高

め

・
る

場
に

し
た

り
し

た
。

関 心
苦

手
な
こ
と

・
手
先

を
動

か
す

こ
・

リ
コ

ー
ダ

ー
の

練
習

で
は

，
小

節
を

区
切

っ

等
嫌

い
な
活

動
と

て
取
り

組
ん

だ
り

，
教

師
が

，
他

の
楽

器
の

演

・
書
く

こ
と

奏
で
練

習
に

加
わ

っ
た

り
な

ど
，

ス
モ

ー
ル

ス

テ
ッ
プ

で
楽

し
み

な
が

ら
練

習
を

行
っ

た
。

２
就

学
先

の
学

校
に

伝
え

た
い

支
援

内
容

(1
)

就
学

後
も

継
続

し
て

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

内
容

や
配

慮
事

項

※
こ

れ
ま

で
大

事
に

し
て

き
た

指
導

内
容

・
方

法
の

工
夫

（
環

境
や

働
き

掛
け

の
工

夫
，

支
援

の
こ

つ
，

情
緒

的
に

不
安

定
に

な
っ

た
と

き
の

対
応

な
ど

），
こ

れ
ま

で
の

指
導

で
伸

び
て

き
た

こ
と

，
こ

れ
か

ら
も

伸
ば

し
て

ほ
し

い
こ

と
，

そ
の

た
め

の
手

だ
て

や
配

慮
事

項
な

ど

・
心

優
し

く
人

な
つ

っ
こ

い
。

あ
い

さ
つ

も
積

極
的

で
，

声
を

掛
け

る
と

よ
く

話
を

す
る

。

・
常

識
と

思
わ

れ
る

よ
う

な
こ

と
も

一
つ

一
つ

の
こ

と
に

対
し

て
丁

寧
に

説
明

す
る

と
理

解
で

き
る

。

・
初

め
て

の
こ

と
や

新
出

事
項

に
対

し
て

は
抵

抗
感

を
示

し
，

な
か

な
か

取
り

組
も

う
と

し
な

い
の

で
，
サ

ン
プ

ル
を

提
示

し
た

り
，
最

初
の

部
分

を
一

緒
に

行
っ

た
り

し
て
「
で

き
そ

う
だ

」

と
い

う
気

持
ち

を
本

人
に

抱
か

せ
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。

・
本

人
の

問
い

や
疑

問
に

対
し

て
温

か
く

接
す

る
こ

と
で

，
学

校
生

活
に

お
け

る
安

心
感

と
意

欲
を

育
て

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

た
。

(2
)

就
学

後
の

学
校

生
活

に
関

す
る

要
望

・
期

待
な

ど
（

本
人

・
保

護
者

記
入

欄
）

・
全

体
へ

の
指

示
な

ど
理

解
で

き
て

い
な

い
部

分
も

多
い

の
で
，
具

体
的

に
指

示
し

て
ほ

し
い
。

・
何

か
ト

ラ
ブ

ル
が

起
こ

っ
た

ら
，

そ
の

時
そ

の
場

で
解

決
・

納
得

さ
せ

た
い

。

・
た

く
さ

ん
の

経
験

を
さ

せ
て

そ
の

中
か

ら
一

つ
一

つ
学

ん
で

い
っ

て
ほ

し
い

。
そ

し
て

，
そ

の
こ

と
が

本
人

の
自

信
に

つ
な

が
れ

ば
幸

い
な

こ
と

で
あ

る
。

こ
の

シ
ー

ト
の

内
容

を
進

学
先

や
関

係
す

る
支

援
機

関
と

共
有

す
る

こ
と

に
同

意
し

ま
す

。

平
成

○
○

年
○

月
○

日

名
前
（

本
人

・
保

護
者

）
○
○

○
○
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①
高
等

学
校

の
個

別
の

指
導

計
画

作
成

例
※

学
校
で
記

入
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
，
各

学
校
で
独
自

に
作
成
し

て
い
る
個

別
の
指
導

計
画
が
あ
り

ま
し
た
ら

，
綴
じ
込

ん
で
く
だ

さ
い
。

支
援
の

期
間

○
○
年

○
○
月

○
○

日
～

○
○
年

○
○
月

○
○

日
記
入
者

○
○

○
○

学
校
名
（
連
絡
先
）

○
○
高
等
学
校

学
年
・
組

１
年
○
組

氏
名

○
○

○
○

担
任
名

○
○

○
○

本
人
・

・
友
人
を
つ

く
り
，
楽

し
い
学
校

生
活
を
送

り
た
い
。

担
任
の

得
意

な
分

野
を

伸
ば

し
な

が
ら

，
自

立
し

て
い

く
た

め
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
が

高

保
護
者

・
大
好
き
な

歴
史
に
つ

い
て
学
び

，
大
学
進

学
を
目
指
し

た
い
。

ま
る

こ
と
を
期

待
し
た
い
。

の
願
い

・
自
立
し
て

い
く
た
め

の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を

高
め
て
ほ

し
い
。

願
い

長
期

目
標

（
１
年
後
）

・
落
ち
着
い

た
学
校
生

活
を
送
る

こ
と
が
で

き
る
。

・
人
の
嫌

が
る
言
葉

を
使
わ
な

い
。

項
目

状
態

像
短
期
目
標
（
学
期
ご
と
）

支
援

・
指

導
の

内
容

・
具

体
的

な
手

立
て

評
本
人
の
変
容
・
評
価

価
①

健
康

面
に

関
す

る
配
慮

①
内

臓
疾

患
が

あ
り

，
月

１
回

通
【
1
学
期
】

①
体

調
が

悪
い

と
き

は
，

担
任

や
養

【
1
学
期
】

②
視

覚
③

聴
覚

院
し

て
い

る
。

学
期

始
め

や
学

校
①

主
治

医
と

連
絡

を
取

り
な

が
ら

，
護

教
諭
に
伝

え
る
よ
う
に

指
導
す
る

。
◎

①
疾

患
や

治
療

に
つ

い
て

，
自

分
か

ら

④
姿

勢
保

持
⑤

移
動

行
事

の
前

な
ど

環
境

の
変

化
が

ス
体
育
の
授

業
等
に
参
加

す
る
。

①
積
極
的
に

治
療
を
受
け

る
よ
う
に

，
質

問
し

て
く

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

症
状

⑥
手

指
の

動
き

⑦
そ
の
他

ト
レ

ス
と
な
り

症
状
が
出
や

す
い
。

定
期
的
に
言

葉
掛
け
を
行

う
。

は
現
在

落
ち
着
い

て
い
る
。

①
食

事
②

排
せ
つ

⑧
下

校
時

，
活

動
の

途
中

で
も

決
【
1
学
期
】

⑧
事

前
に

担
任

や
養

護
教

諭
が

，
時

【
1
学
期
】

③
衣

服
の

着
脱

④
片
付
け

ま
っ

た
電

車
に

乗
る

た
め

に
学

校
⑧

学
校

で
計

画
的

に
一

日
を

過
ご

す
間

割
の

変
更

や
下

校
時

刻
の

確
認

な
○

⑧
時

間
割

の
変

更
等

に
対

応
で

き
る

よ

⑤
用

具
の

使
用

・
活
用

を
飛

び
出

す
こ

と
が

あ
る

。
時

間
よ
う
に
な

る
。

ど
言
葉
掛
け

を
行
う

う
に

な
り

，
下

校
時

飛
び

出
す

こ
と

が

⑥
役

割
⑦

金
銭

割
の

変
更

等
，

予
定

変
更

が
苦

手
⑧

行
事

予
定

な
ど

保
護

者
と

入
念

に
な
く
な

っ
た
。

⑧
そ

の
他

で
あ

る
。

情
報

交
換

を
行

っ
て

，
家

庭
で

ス
ケ

⑧
担

任
及

び
養

護
教

諭
の

言
葉

掛
け

に

ジ
ュ
ー
ル
の

確
認
を
す
る

。
よ
り
，

落
ち
着
き

を
み
せ
た

。

①
指

示
や

話
の

内
容
理
解

⑥
気

持
ち

を
そ

の
ま

ま
言

葉
に

出
【
1
学
期
】

⑥
自

分
の

心
身

の
状

態
を

言
葉

で
表

【
1
学
期
】

②
意

思
の

伝
達

す
面

が
あ

り
，

友
達

と
の

ト
ラ

ブ
⑥

思
い

通
り

に
行

か
な

い
こ

と
が

起
現

で
き

る
こ

と
か

ら
，

本
人

と
十

分
○

⑥
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

前
に

，
所

定
の

場

③
集

団
行

動
・

遊
び

ル
に

な
る

。
思

い
通

り
に

い
か

な
こ

っ
た

場
合

は
，

教
師

に
伝

え
て

，
に

話
し
合
っ

て
対
応
す
る

。
所
で
冷
静
さ
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
っ

④
決

ま
り

の
理

解
や

遂
行

い
と

泣
き

出
し

た
り

，
教

室
を

飛
保
健
室
（
一
階
）
と
図
書
館
（
二
階
）

た
。
そ
の
後
一

緒
に
話
し

合
う
こ
と

で
，

⑤
人

と
の

か
か

わ
り

び
出

し
た
り
す

る
。

で
ク

ー
ル

ダ
ウ

ン
し

，
授

業
に

帰
る

原
因
を
考
え

ら
れ
る
よ

う
に
な
っ

た
。

⑥
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

⑧
歴

史
の

本
が

好
き

で
，

集
め

て
こ

と
が

で
き

る
。

⑦
危

険
回

避
・

危
険

予
知

く
る

。

⑧
そ

の
他

①
聞

く
こ

と
①

④
授

業
を

聞
き

な
が

ら
板

書
を

【
1
学
期
】

①
授

業
内

容
に

よ
っ

て
は

，
板

書
し

【
1
学
期
】

②
話

す
こ

と
書
き

取
る
作
業

に
時
間
が
か

か
る
。

⑧
得

意
な

教
科

は
更

に
伸

ば
し

，
教

た
も
の
を
渡

す
よ
う
に
す

る
。

○
⑧

教
科

担
任

と
落

ち
着

い
て

言
葉

を
交

③
読

む
こ

と
⑧

歴
史

に
対

し
て

興
味

・
関

心
が

師
や
友
達

と
共
通
の
話

題
に
で
き

る
。

④
授

業
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

，
書

わ
す
よ

う
に
な
っ

た
。

④
書

く
こ

と
高

く
，

周
囲

か
ら

「
歴

史
博

士
」

く
時
間
が
も

て
る
よ
う
に
「
消

す
よ
」

⑧
不

得
意

教
科

に
つ

い
て

も
取

り
組

め

⑤
計

算
す

る
こ

と
と

呼
ば

れ
る

。
不

得
意

教
科

と
思

等
の
言
葉
掛

け
を
行
う
。

る
よ

う
に

学
習

の
手

順
を

示
す

な
ど

し

⑥
推

論
す

る
こ

と
い

込
ん

で
い

る
教

科
へ

の
取

組
は

⑧
得

意
な

教
科

の
教

科
担

任
と

会
話

た
い
。

⑦
描

く
こ

と
極
端

に
消
極
的

で
あ
る
。

の
時

間
を

設
定

し
た

り
，

授
業

の
中

⑧
そ

の
他

で
，
発
問

を
多
く
し
た
り

す
る
。

今
後
に

向
け
て

保
護

者
記
入
欄

（
引
継

事
項
）

（
支

援
終

了
時

感
想

）

※
評
価

は
，
十
分

達
成
し
た

◎
達
成

し
た
○

努
力
が

必
要
△

社
会

性

・

行
動

面

身
辺

処

理
・

生

活
面

健
康

・

身
体

機

能
面

学
習

面
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②
高

等
学

校
の

個
別

の
教

育
支

援
計

画
作

成
例

※
支

援
機

関
が

多
い

場
合

は
，

複
数

ペ
ー

ジ
使

っ
て

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。

生
徒

氏
名

○
○

○
○

学
年

高
校

1
年

将
来

に
向

け
て
の

願
い

・
現

在
の
生

活
の

願
い

次
年

度
へ

の
引

継

保
護

者
氏

名
○

○
○
○

担
任

氏
名

○
○

○
○

本
人

高
校

で
大

好
き

な
歴

史
に

つ
い

て
学

び
，

卒
業

後
・

問
題

の
事

象
が

起
こ

っ
て

か
ら

支
援

の
体

制
は
大

学
進

学
を

目
指
し

た
い

。
を

つ
く

る
こ

と
が

多
か

っ
た

。
本

人
の

状
態

像
記

入
者

氏
名

○
○

○
○

を
事

前
に

把
握

し
，

各
関

係
者

が
連

携
を

取
り

保
護

者
自

立
し

て
い

く
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

合
っ

て
支
援

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

力
が

高
ま

る
こ

と
を
期

待
し

た
い

。

支
援

目
標

長
期

目
標

・
得

意
分

野
を

伸
ば

し
な

が
ら

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
(
３

年
後

)
シ

ョ
ン

能
力

を
高
め

，
社

会
自

立
に

つ
な

げ
る

。

短
期

目
標

・
落

ち
着

い
た

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
１

年
後

)
・

人
の

嫌
が

る
言
葉

を
使

わ
な

い
。

支
援

機
関

名
：

○
○

病
院

支
援

家
庭

支
援

機
関

名
：

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
機

関
支

援
者

：
医

師
機

関
支

援
者

：
母

親
機

関
支

援
者

：
○

○
指

導
員

支
援

内
科

検
診

で
発

見
さ

れ
た

内
臓

疾
患

に
つ

い
支

援
・

実
生

活
に

役
立

つ
力

を
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

内
臓
疾

患
を

抱
え

て
い

る
の

で
，

健
康

状
内

容
て

，
服

薬
治

療
と

２
週

に
１

回
の

診
察

。
内

容
手

伝
い

や
身

の
回

り
の

こ
と

に
取

り
組

ま
せ

る
。

内
容

況
を

観
察

し
な

が
ら

，
楽

し
く

活
動

で
き

・
本

人
の

話
に

耳
を

傾
け

，
気

持
ち

を
受

容
す

る
。

る
よ

う
に

指
導

す
る

。
・

学
校

の
行

事
予

定
等

を
把

握
し

，
毎

日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
確

認
を

本
人

と
一

緒
に

行
う

。
評

価
評

価
評

価
・

手
伝

い
は

，
や

り
た

く
な

い
気

持
ち

が
先

行
し

取
り

組
み

に
く

い
。

言
葉

掛
け

に
工

夫
が

必
要

。

所
属

○
○

高
等

学
校

１
年

○
組

支
援

機
関

名
：

機
関

担
当

者
：

学
級

担
任

○
○

○
○

支
援

機
関

名
：

Ｊ
Ｒ

○
○

駅
機

関
支

援
者

：
機

関
支

援
者

：
○

○
さ

ん
支

援
【

教
科

担
任

】
支

援
内

容
板

書
や

授
業

の
進

め
方

等
に

工
夫

す
る

。
支

援
・

靴
を

履
か

ず
に

裸
足

で
乗

車
す

る
こ

内
容

【
学

級
担

任
】

内
容

と
が

あ
る

の
で

，
驚

か
さ

な
い

よ
う

に
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
と

の
つ

な
が

り
を

感
じ

る
よ

う
に

学
静

か
な

言
葉

掛
け

を
す

る
。

級
活

動
へ

の
参

加
を

促
す

。
ま

た
，

保
護

者
と

入
念

に
・

乗
客

と
の

ト
ラ

ブ
ル

は
，

学
校

に
必

情
報

交
換

を
行

う
。

ず
知

ら
せ

る
。

【
養

護
教

諭
】

学
級

担
任

と
連

携
し

て
，

本
人

の
健

康
状

況
の

把
握

や
健

康
相

談
を

行
う

。
評

価
評

価
評

価
・

得
意

教
科

は
，

本
人

の
希

望
に

よ
っ

て
放

課
後

の
個

別
指

導
を

行
い

，
更

に
興

味
・

関
心

が
高

ま
っ

て
い

る
。
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③ 移行支援シート作成例：高等学校から大学へ進学する例

将来の生活についての希望

本人の希望 ： 大学で，大好きな歴史について学び，卒業後は自立したい。

保護者の願い： 本人の希望どおり進学の道を選んだ。人間関係づくりが苦手なので不安が
ある。大学を卒業させたい。

学校側の願い： 得意な分野を伸ばしながら，自立していくためにコミュニケーション能力
が高まることを期待したい。

これまでの支援内容及び今後，必要と思われる支援内容

【健康・身体機能】 ・ 内臓疾患があり月１回通院している。学期始めや学校行事の前な
ど環境の変化で症状が不安定になるので，主治医と連絡を取りなが
ら対応した。

【身辺処理・生活】 ・ 下校時，決めた時間の電車に遅れそうになると活動の途中でも学
校を飛び出したり，興味のある本は落ちているものも拾い集めたり
などの行動が見られた。このように，一定のものや事象に対して「こ
だわり」感が強いので，事前に本人と話し，できる限り本人の気持
ちを尊重しながら対応を一緒に考えるようにした。また，家庭での
様子を把握するために，保護者と入念に情報交換を行った。

【社会性 ・ 行動】 ・ 気持ちをそのまま言葉に出す面があるので，生徒ともトラブルが
多かった。思いどおりにいかないと泣き出したり，その場から飛び
出したりすることがあった。そうしたときでも，場所を変えると落
ち着くことができた。

・ 音や光に対して過敏に反応するが，フード付きのジャケットを着
用するなど予防する手だてを自分から工夫できるようになった。

・ 自分の心身の状態を言葉で表現できるので，本人と十分話をして
対応していくようにしてきた。

【 学 業 】 ・ 特に歴史に対して興味・関心が高く，友達から「歴史博士」と呼
ばれていた。

・ 授業を聞きながら板書を書き取る作業が苦手な面があり，授業を
進める中で配慮するようにした。（例 書く時間がもてるように間を
入れながら授業を進める，「消すよ」と教師が確認してから板書を消
す，板書内容をプリントしたものを渡す など）

【 そ の 他 】 ・ 休日は，自宅近くのスポーツクラブに通っている。体を動かすこ
・興味・関心 とは大好きで，クラブに行くことを楽しみにしている。
・余暇の利用 など

人間関係づくりが円滑に行えるように，いつでも本校を訪問していいことを本
学校から 人や保護者に伝えている。今後も，本校と大学担当者との情報交換を密にしなが

ら見守っていきたい。

本人・保 人を傷つけてしまうような言葉を使ってしまうので，そのことに気を付けるよ
護者 から うに何度も話してきた。周囲の人にとけ込んでいけるような力を身に付けてほし

い。

このシートの内容を進学先や関係する支援機関と共有することに同意します。
平成○○年 ○月 ○日

名前（本人・保護者） ○○ ○○，□□ □□

・言葉の意味理解
・意思の伝達
・集団行動
・決まりの理解・遂行
・人とのかかわり
・感情のコントロール
・危険回避・危険予知など

・聞く ・話す
・読む ・書く
・計算する ・推論する
・描く など

・健康 ・視覚
・聴覚 ・姿勢保持
・移動 ・手指の動き

など

・食事 ・排せつ
・衣服の着脱
・片付け
・用具の使用
・役割 ・金銭 など
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